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point 0という名称には、物事の「再定義」をする、新たな動きの「起点」にな
る、という意味が込められている。企業や人がオフィスという場を通してつな
がり、共同の実証実験やワーキンググループの活動を通じて人間中心の働き
方、つながり方を模索し、構築していく。参画企業の拡大やサテライトの開設
を通じて、point 0という点から始まった動きは、外へ外へと広がっていくのだ。
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ͱ͸͑ࢥͳ͍΄Ͳ྘ʹ͋;Εͨ։์ײ
ͷ͋ΔΦʔϓϯεϖʔε͕͕޿Δɻύ
ʔΫɾίʔϙϨʔγϣϯͷ྘ԽσβΠ
ϯνʔϜ͕২࠿Λख͕͚͍ͯͯɺεϖ
ʔεͷҰ֯ʹࠊΛ͔͚ͨ୩ຊࢯ͸ʮࣨ
಺͚ͩͰͳ͘ ֗࿏थͷ྘΋ݟ Δ͑࣋ؾ
ͪͷ͍͍ۭؒۀ࡞ͰɺΦϑΟεʹ͓͚
Δ৽͍͠Ձ஋Λ͡ײ·͢ʯͱୈҰҹ৅
Λड़΂ͨɻ

オフィスのウェルビーイング

ɹQPJOU���NBSVOPVDIJͷಛ௃ͷͻ
ͱͭʹɺ݈߁తͳΦϑΟεۭؒΛධՁ
͢Δʮ8&--ೝূʯͷऔಘ͕͛ڍΒ
ΕΔɻ୩ຊࢯ͸ɺੈքతʹ΢ΣϧϏʔ
Πϯά΁ͷؔ৺͕ߴ·Δͳ͔ɺ8&--
ೝূऔಘͷҙٛΛਘͶΔͱɺੴݪ͸͜
͏࿩ͨ͠ɻ
ʮQPJOU���NBSVOPVDIJͰ͸ʰޮ཰ʱ
ʰ૑଄ʱh ʱͱ͍͏�ͭͷίϯηϓ߁݈
τΛͯ͛ܝɺͦΕͧΕରԠͨ͠ϫʔΩ
ϯάάϧʔϓΛͭͬ͘ ͍ͯ·͢ɻ͜ͷ�
ͭͷίϯηϓτͷͳ͔
Ͱ΋ɺఆྔతʹଌΓ
ͮΒ͍ࢦඪͰ͋Δh ݈
తʹୡ੒؍ʱΛ٬߁
͢ΔͨΊɺ8&--ೝ
ূΛऔಘ͠·͠ ͨɻ΢
ΣϧϏʔΠϯά͸ɺޮ
཰తɺ૑଄తʹಇ͘
ͨΊͷ࠷௿ݶͷϕʔ
εϥΠϯͩͱ͍ͯ͑ߟ
·͢ʯʢੴݪʣ
ɹۀاίϯιʔγΞ
ϜͰ͋Δͱ͍͏͜ ͱ͸ɺ

ɹ����೥ʹμΠΩϯൃ͕ۀ޻දͨ͠
ۭؒσʔλͷڠ૑ʗڞ૑ϓϥοτϑΥ
ʔϜʮ$3&4/&$5ߏ૝ʯΛ΋ͱʹ ε
λʔτ͠ ͨʮQPJOU��ʯɻͦͷ࣮ફͷ৔
ͱ͠ ͯ��೥ʹ஀ੜͨ͠ίϫʔΩϯάε
ϖʔε͕ʮQPJOU���NBSVOPVDIJʯͩɻ
ൃ଍࣌ʹ͸��ࣾͩͬͨࢀըۀاͷ਺
͸ࣾ��ࡏݱʹͳΓɺࠃ಺େखۀاͷ
ΦʔϓϯΠϊϕʔγϣϯΛ૑ൃ͢Δۭؒ
ͱ͠ ͯ஫໨ΛूΊ͍ͯΔɻͦΜͳQPJOU�
��NBSVOPVDIJΛɺ'PSCFT�+"1"/�
8FCฤू௕ɾ୩ຊ༗߳ࢯʢҎԼɺ୩
ຊʣ͕๚໰ɻࢪઃ಺ΛΊ Γ͙ͳ͕Βɺ
�೥໨Λܴ͑ͯͷ஌ݟ΍ޙࠓͷϏδϣ
ϯΛQPJOU�୅දऔక໾ࣾ௕ͷੴོݪ
ʣɺऔక໾෭ࣾ௕ݪʢҎԼɺੴࢯ޿
ͷ๛੅޾ଠ࿠ࢯʢҎԼɺ๛੅ʣʹฉ
͍ͨɻ

ɹؙͷ಺ͷΦϑΟεϏϧ�֊ʹ͋Δ
QPJOU���NBSVOPVDIJΛ๚ΕΔͱɺೖ
ձһͷإೝূʹΑͬ ͯೖΓޱͷυΞ͕
։ ɻ͘Τϯτϥϯεࠨखʹ͸αʔϞάϥ
ϑΟͱ࿈ಈͯ͠ମʹ·ͱ͏ ೤ΛΫʔؾ֎
ϧμ΢ϯ͞ ͤΔۭௐεϖʔε͕ઃ͚Β
Εɺਖ਼໘ʹ͸௒ੑ޲ࢦεϐʔΧʔ͔
Β৺஍Α͍α΢ϯυ͕ྲྀΕΔϕϯνܕ
α΢ϯυΞʔτ͕ ਾ Β͑Ε͍ͯΔɻΦϑ
Οε಺ʹઃஔ͞ΕͨࣗવͷۭؾͷྲྀΕ
Λ͢ݱ࠶Δେ໘ੵͷૹ෩͔ػΒ͸৺
஍͍͍෩͕ͦΑ͗ ɺϑϦʔΞυϨεͷ
༗εϖʔεʹ͸ɺσεΫͷ΄͔ʹϕڞ
ϯν΍ιϑΝʔͳͲ΋͋Δɻ͜ΕΒ͸͍
ͣΕ΋ࢀըۀاʹΑΔ࣮ূ࣮ݧͷҰ
෦Ͱ͋ΔɻΤϯτϥϯεͷઌʹ͸Ϗϧ಺

QPJOU��ͳΒͰ͸ͷڧΈͩɻίϩφՒ
Ͱ΋ॏཁ͞ࢹΕΔ l҆৺ɾ̓ શͳۭؾz
΍ lඇ઀৮z ΋ؚΊͨ8&--ೝূͷ
ଟ߲໨ΛΫϦΞͰ͖ͨͷ͸ɺμΠΩϯ
΍ύφιχοΫͱ͍ͬͨ೔ຊͰ΋ۀ޻
༗਺ͷϝʔΧʔ͕ࢀը͍ͯ͠Δ͜ ͱ͕
େ͖͍ɻQPJOU��Ͱ͸ɺޙࠓ͸ Β͞ͳ
Δ֤छϝʔΧʔͱ࿈ͯ͠ܞɺl8&--
ೝূऔಘͷϊ΢ϋ΢z ͱ͍ ͻ͏ͱͭͷ
ύοέʔδΛւ֎͚޲ۀاʹൢചͯ͠
͍͘ ͱ͜΋ࢹ໺ʹೖΕ͍ͯΔͱ͍͏ ɻ
ʮ8&--ೝূͷධՁ߲໨ʹ͸ɺh ޫʱ
΍ʰۭؾʱͱ͍ͬͨ໌֬ʹ࿦จͰఆ
ΊΒΕ͍ͯΔఆྔతͳج४͚ͩͰͳ͘ ɺ
ʰ͜͜Ζʱ΍ʰίϛϡχςΟɦ ͱ͍ͬͨ
ந৅తͳ߲໨΋۩ମతͳج४ʹམͱ͠
͜·Ε͍ͯ·͢ɻ͔͠͠ɺ8&--ೝ
ূ͸͋ ·͘ͰΞϝϦΧൃ৴ͷج४Ͱ͋
ͬͯɺ೔ຊʹ͸͋·Γద͞ͳ͍ج४΋
ଟ͋͘ Γ·͢ɻͰ͢ͷͰɺେखϝʔΧ
ʔ΋ଟ਺ࢀը͢ΔQPJOU��͕ɺ೔ຊಠ
ࣗͷ8&--ೝূɺڥ؀ධՁج४Λ

点からすべて始まる。
About point 0

point0 代表取締役社長・石原隆広（ダイキン工業）／Forbes JAPAN Web
編集長・谷本有香
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WELL認証は2014年にアメリ
カで開発された、人々の健康と
ウェルネスに焦点を合わせたビ
ルやオフィス空間の環境評価シ
ステムで、「健康的なオフィス」
の世界的基準として、近年大き
な注目を集めています。評価項
目として「空気」「水」「温熱快
適性」「音」のほか、「こころ」
や「コミュニティ」といった10
のコンセプトが設けられ、それ
ぞれの必須項目を満たしたうえ
で、必要な数の加点項目を達成
するといった厳しい取得基準が
設定されています。書類審査に
加えて、第三者評価機関による
測定や水質・空気質のサンプリ
ングといった現地審査を経て、
初めて認証を取得できます。
point 0 marunouchiは、個室
スペースの全照明を間接照明と
して、ビル空調だけでなくダイキ
ン工業の空調を導入して良質な
空気を保持し、執務デスクの4
分の1以上を上下昇降デスクと
するなど、設計時から基準項目
への適合を配慮しました。

ձٞΛલఏͱͨ͠�
ਓ༻ࣨݸ΁ͱվम͞
Εͨɻ
ɹ୩ຊ͕ࢯίϩφՒ
ͷӨڹʹ͍ͭͯ໰͏
ͱɺੴࢯݪ͸ΦϯϥΠ
ϯϕʔεͰͷӡ༻΁
͸εϜʔζʹҠߦͰ
͖ͨͱ౴͑ͨɻQPJOU�
ا͸େʹۀاըࢀ�
ଟ͕ۀ ɺ͘Πϯϑϥ؀
੔͍ͬͯͨ͜ͱ͕ڥ

ʹՃ͑ͯɺࣾձมԽʹରͯ͠ॊೈʹ
ରԠͰ Δ͖ϝϯόʔ͕ू·ͬ ͍ͯͨ͜
ͱ͕େ ͳ͖ཧ༝Ͱ͋Δͱ͍͏ ɻ
ʮ࠷ॳͷࣄٸۓଶએݴͰࢀը֤ۀا
͕ࣾͱͬ ͨରԠΛɺQPJOU��ͱ͍͏ ίϯ
ιʔγΞϜͰൺֱڞ༗Ͱ͖ͨ͜ͱ΋ɺ
େ͖͔ͬͨͱ͍ࢥ·͢ɻίϩφՒΛ௨
ͯ͡ɺ͜͜ ͕୯ͳΔγΣΞΦϑΟεͱҧ
͍ɺ໨తΛ΋ͬ ͨਓʑ͕ࣗൃతʹू·
ͬͯΞ΢τϓοτΛ͢Δ৔ͩͱ͍͏ ͱ͜Λɺ
վΊͯೝࣝ͠·͠ ͨʯʢੴݪʣ
ɹ࣮ࡍʹQPJOU��Ͱ͸ɺ͜͏ ͨࣾ͠ձ
ͷಇ͖ํͷٸ଎ͳมԽʹରԠ͢΂ ɺ͘
αςϥΠτΦϑΟεܕࣨݸʹ೥�݄ࠓ

ఆ͍ͯ͠ࡦ ͱ͍͘͏͜ ͱ΋ߟ Β͑Ε·͢ɻ
ԤถओಋͷΦϑΟεͷࡏΓํΛ௥ै͢
Δ͚ͩͰ͸ͳ͘ ɺ೔ຊΒ͠ ͍ϚΠϯυΛ
औΓೖΕͨϋΠάϨʔυͳۭؒΛվΊ
ͯఆٛ͠ɺൃ৴͍͚ͯ͠Δͱ͍͍Ͱ͢
Ͷʯʢ๛੅ʣ

新しいオフィスのあり方を発信する

ɹQPJOU��ൃ଍͔Β�೥ɻ৽ܕίϩφ
΢Πϧεͷײછ͕ੈքతʹ֦େͨ͠
݁ՌɺΦϑΟεͷࡏΓํ΋େ͖͘ มԽ͠
ͨɻQPJOU���NBSVOPVDIJͰ΋ϑΥϯ
ϒʔεͷधཁ͕ߴ·Γɺେ෦԰ͩͬͨ
੠ग़͠ࢭېͷूதϒʔε͸ɺϦϞʔτ

Ͱ͋ΔʮQPJOU���TBUFMMJUFʯͷୈ�߸
ઃཱɻ৽ͨͳεΩʔϜΛʹࡕ఺Λେڌ
ਝ଎ʹߏஙͨ͠ɻ
ʮQPJOU���NBSVOPVDIJ͸͜Ε·Ͱྦྷ
དྷ͍ͯʹֶݟʹͰ�ສਓ΄Ͳͷํܭ
͍͍ͨͩͯ·͕͢ɺֶݟͷ໨తͷͻ
ͱ͕ͭίϩφՒͷΦϑΟεͷ࠷దղΛ
Ίͯͷٻ ͱͩ͜ ͱ͍ࢥ·͢ɻޙࠓ͸ɺ
QPJOU��͔ΒੜΈग़͞ΕΔۭؒͷՁ஋
ΛͲ͏͔͍ͯ͛͘޿ ɺ͕ॏཁʹͳͬͯ
͍ ͱ͑͘ߟ·͢ɻ۩ମతʹ͸ɺίϩφ
ՒͰίετ͕ ΒΕͨҰൠతͳΦϑΟݶ
εۭؒΛɺQPJOU��͕ϓϩσϡʔε͢
ΔΑ͏ ͳྫࣄΛ૿΍͍͖͍ͯͨ͠Ͱ͢
Ͷʯʢੴݪʣ

複数企業の協働による実証実験

ɹQPJOU���NBSVOPVDIJͰ͸ɺϫʔΫ
γϣοϓ΍σΟεΧογϣϯ͚ͩͰͳ͘
Θߦʹৗ͕ݧΑΔ࣮ূ࣮ʹۀاըࢀ
Ε͓ͯΓɺ͢Ͱʹ��͍͕݅ۙ͋ྫࣄ
ΔɻͦͷͨΊɺࢪઃ಺ʹ͸ࢸΔͱ͜ Ζ
ʹਓײηϯαʔ΍Ґஔ৘ใɾڥ؀η
ϯαʔΛઃஔ͠ɺΦϑΟεͰա͢͝ೖ
ձһͷσʔλ͕ऩूɾ෼ੳ͞Εɺݚ
Ε͍ͯΔɻ͞༺׆։ൃʹརڀ

WELL認証とは

たにもと ゆか◎Forbes JAPAN 
Web編集長。証券会社や金融
経済アンカーを務めた後、アメ
リカでMBAを取得。2016年に
『Forbes JAPAN』に参画。主な
著書に、『アクティブリスニング 
なぜかうまくいく人の「聞く」技
術』(ダイヤモンド社)など。

左：窓に面したデスクの前には本物の植物が植栽されている。中：オフィスに置かれるアートの評価実験。右：エントランスに設置された空調スペー
ス。夏、外勤者はここでクールダウンすることができる。

谷本有香　Forbes JAPAN
いしはら たかひろ◎point0 代
表取締役社長。国内大手ERP
ベンチャーを経て、2013年に
Fintechベンチャーを起業。17
年にダイキン工業に入社し、
「CRESNECT」プロジェクトに
従事。19年2月、point0を設立し、
同代表取締役に就任。

石原隆広　ダイキン工業
とよずみ こうたろう◎point0 
取締役副社長。松下電工に入
社後、大規模再開発プロジェク
トやオリンピックプロジェクトの
技術営業を担当し、現在は非住
宅分野における「アップデート
事業」の社内外共創に従事。
2019年7月から現職。

てい い◎工学博士。
ダイキン工業テクノ
ロジー・イノベーシ
ョンセンター研究員。
WELL評価システ

ムにおける専門資格であるWELL AP 
（WELL Accredited Professional）を
有し、point 0 marunouchiのWELL認
証取得を担当。

豊澄幸太郎　パナソニック

鄭燚　ダイキン工業

QPJOU��Λओޠʹ͢Δ ͱ͜Ͱলུ͞Ε
·͢ʯ	๛੅ʣ

0から1を生み出せる人を

ɹޙ࠷ʹɺ୩ຊ͕ޙࠓͷϏδϣϯʹ
͍ͭͯਘͶͨɻ
ʮQPJOU��͕εςοϓΞοϓ͢ΔͨΊʹ
ඞཁͳͷ͸ɺ૊৫ͱ͠ ͯͷఈ্͛ͩͱ
ɻQPJOU��Λ੒௕ͤ͞Δ͢·͍ͯͬࢥ
ͱ͜͸ɺࢀը͕ۀا५͏͜ ͱʹ΋ͭͳ
͕Γ·͢ɻQPJOU��Ͱ΍ΕΔ͜ ͱΛ͑ߟ
Ͱߦ࣮ͯ Δ͖ਓΛ΋ͬ �ͱ૿΍͍ͯ͘͠ ͜
ͱ͕ޙࠓͷ՝୊Ͱ͢ʯʢੴݪʣ
ʮए͍ੈ୅ʹɺ͜͜ Ͱ͍ΖΜͳ΋ͷΛ
ੜΈग़͢΍Γํ΍ൃ૝Λֶͼɺൃ৴
ͯ͠΄͍͠Ͱ͢Ͷɻྫ͑͹ɺϫʔΩϯ
άάϧʔϓͰࣗ෼ͷॴଐ͢Δձࣾͱ
͸ผͷ্͕࢘ब͘͜ ͱͰɺଟ֯తͳࢹ
໺΍๛͔ͳൃ૝΋ಘΒΕΔͰ ΐ͠͏ ɻ
ऴతʹ͸ɺQPJOU��ΛɺΠϊ࠷ͯͦ͠
ϕʔγϣϯΛੜΈग़͢த৺ਓ෺΁ͱ੒
௕͢ΔͨΊͷ৔ॴʹ͍͖ͯͨ͠ ͍ͱߟ
͍͑ͯ·͢ɻ๻Β͕QPJOU��Λଔ͠ۀ
ͨͱ͠ ΋ͯɺͦͷޙ΋ͪ ΌΜͱ͜ ͷ৔Λ
ଓ͚͍͚ͯΔϝϯόʔ͕ҭ͍ͬͯͬͯ
Ε͘Ε͹ Ε͏͍͠Ͱ͢Ͷʯʢ๛੅ʣ

ɹ୩ຊࢯ͸๯಄ʹݧ࣮ূ࣮ͨ͛ڍͷ
΄͔ʹ΋ɺΦϑΟε಺ΞʔτΛൺֱ͢
ΔධՁ࣮ݧ΍ɺ50"ͱେۀ޻ݐʹΑ
Δ൒ࣨݸͷःԻ࣮ݧɺ5050ɾύφ
ιχοΫɾ50"ͰऔΓ૊Ήʮͪ࣋ؾ੾
Γସ͑γϟϫʔʯͳͲΛֶݟɺମ͠ݧɺ
QPJOU��Λ೔ຊͰ༗਺ͷΦʔϓϯΠϊ
ϕʔγϣϯͷ৔ͱ͠ ͯධՁͨ͠ɻ
ɹ͜ͷΑ͏ ʹQPJOU���NBSVOPVDIJͰ
͍ͭ͘ ΋ͷΦʔϓϯΠϊϕʔγϣϯ͕ੜ
·ΕΔഎܠʹ͸ɺࣗࣾͷ໨త΍རӹ
Λલఏͱ͠ ͨҰൠతͳڞಉ։ൃͱ͸ҟ
ͳΓɺࣗવൃੜతͳؒۀاͷίϥϘϨ
ʔγϣϯ͕͋Δͱ๛੅ࢯ͸͏ݴ ɻQPJOU�
�ʹ͓͚ΔΦʔϓϯΠϊϕʔγϣϯ͸ɺ
യવͱ͠ ͨ՝୊΍ΦϑΟεΛͱ΋ʹ͢Δ
ͳ͔Ͱු্ͨ͠໰୊ΛҰॹʹղܾ͠
͍ͯ͘ աఔͰ্ཱ͕ͪͬͯ͘ Δͷͩɻ
ʮྫ͑͹ɺίϩφՒͰ૿͑ͨϦϞʔτ
ձٞͷधཁʹ͓͍ͯԻ࿙Εͱ͍͏՝
୊͕ग़͖ͯ ͨͱ͖ ɺٵԻٕࡐݐज़ͱԻ
ࣾ�ۀاըࢀϚεΩϯάٕज़Λ΋ͭڹ
͕ɺͦΕͧΕͷ஌ݟͱٕज़Λ΋ͪ ͬد
͠·࢝͠Λ͙͢ʹ։ݧ࣮ূ࣮ͨ ͨɻ͜
͜Ͱ͸ɺؒۀاΦʔϓϯΠϊϕʔγϣ
ϯΛ։࢝͢Δ͏ ͑Ͱඞཁͳखॱ͕ɺ

point0 取締役副社長・豊澄幸太郎（パナソニック）
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月別利用者数拡大と深化を続けたpoint 0の2年間
����೥ʹࢀը͔ࣾ��ۀاΒελʔτ
ͨ͠QPJOU��ɻ����೥ʹ͸��ࣾ·Ͱ
֦େɻ৽ͨʹQPJOU���TBUFMMJUF΋։
ઃͨ͠ɻڌ఺ͷ֦େ͸৽ͨͳಇ͖ํɺ
ΦϑΟεͷ͋Γํʹؔ͢Δൃ৴ͷڧԽ
Λҙຯ͍ͯ͠Δɻ·ͨɺࢀըۀا਺
΍ձһొ࿥ऀ਺ͷ૿ՃʹΑΓɺͻͱ
ͭͷ՝୊ʹରͯ͠دͪ࣋Δࢹ఺΍ιϦ

ϡʔγϣϯ͕ଟ༷Խ͠ɺΑΓਂ͍ٞ࿦
ͱ࣮͕ݧՄೳʹͳͬͨɻQPJOU��͸͜
ͷ�೥ؒͰ֦େɾਂԽ͍ͯ͠Δͱ͑ݴ
ΔɻίϩφՒͱ͍͏ಛघͳঢ়گԼʹ͓
͍ ΋ͯେ ͳ͖ӨڹΛड͚ͣӡӦΛܧଓ
Ͱ͖͍ͯΔͷ͸ɺ͜͏ ֦ͨ͠େɾਂԽ
ʹΑΔQPJOU��΁ͷظ଴ͷදΕ͔΋͠
Εͳ͍ɻ

7社が新規参画し、企業の垣根を
超えた取り組みが始動

2020.7

10社からpoint 0が始動し
point 0 marunouchiを開設

2019.7

参画企業数は20社となり
新たにpoint 0 satelliteも開設。
大きな動きがあった
point 0のこの一年を、
規模の変化から振り返る。

At a
Glance

ゲスト来訪者数

清水建設、セイコーエプソン、丹青社、
野村不動産ホールディングス、モンデ
リーズ・ジャパン、鹿島建設、日本マイ
クロソフトが参画。企業間のコミュニ
ケーションも徐々に増え、オープンイ
ノベーションが本格化し始めた。

ダイキン工業、オカムラ、パナソニック、
ライオン、ＴＯＴＯ、MYCITY、アサヒビ
ール、TOA、ソフトバンク、東京海上日
動の10社でpoint 0 marunouchiを
立ち上げ、活動を開始。

3社の新規参画により20社に。
サテライトオフィスも開設

2021.7

point 0 satellite 
2021.4.14 開設 
阪急阪神ONS 千里中央 

H1T Lab

REALab 立川
point 0 satellite
2021.3.23 開設

powered by point 0 新宿野村ビル 

point 0 satellite
2021.10 開設予定

※画像はイメージです

利用者数は第一回の緊急事態
宣言下で減少したものの、宣言
解除後は発令前の水準に回復
した。会員登録者数には大きな
減少が見られず増加傾向を維
持した。

三菱地所、日本たばこ産業、大建工
業が参画。大阪・千里中央と東京・新
宿には個室型サテライトオフィスがオ
ープン。さらに、10月中旬には東京・
立川にも開設予定だ。
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230以上のセンサーが取得したデータから、
利用者の変わりゆく傾向が見えてくる。

変化し続ける
生きたオフィスへ

By the
Numbers

38.7
1~4時間の短時間利用者の割合

%

ɹ����೥�݄ɺࣄٸۓଶએྩൃ͕ݴ
͞Εɺଟ ͷ͘Ϗδωεύʔιϯ͕ॳΊ
ͯຊ֨తͳϦϞʔτϫʔΫΛମ͢ݧΔ
͜ͱʹͳͬͨɻ݁Ռͱ͠ ͯɺଟ ͷ͘ਓ
΍ର໘ʗඇର໘ڥ؀ࣄ࢓͕ ΑʹΔίϛ
ϡχέʔγϣϯͷҧ͍ͳͲΛҙࣝ͢Δ
ձ͕૿͑ͨػ ͱ͜͸͍ٙΑ͏ ΋ͳ͍ɻ
ͳ͔Ͱ΋ɺΦϑΟεͷඞཁੑͱͦͷ໾
ׂͷ࠶ఆٛ͸ଟ͘ͷܦӦऀɾϏδω
εύʔιϯʹ஫໨͞Ε͍ͯΔɻ
ɹQPJOU���NBSVOPVDIJʹ͸ͦΜͳٞ
࿦ͷࡐྉʹͳΔΑ͏ ͳσʔλ͕ू·Γ
ͭͭ͋Δɻۀاͷ࣮ূ࣮ݧͷ৔ͱ͠ ͯ
΋׆༻͞ΕΔ͜ͷΦϑΟεʹ͸ɺՈ۩
΍֤ઃඋͳͲʹ���Λ௒ Δ͑ଟछଟ༷
ͳηϯαʔ͕ઃஔ͞Ε͓ͯΓɺຖ೔ͷ
ར༻σʔλ͕ऩू͞ΕΔɻ֤εϖʔε
ͷར༻ճ਺ͱར༻ؒ࣌ɺؒ࣌ଳ΍ར
༻ऀͷଐੑͳͲͷσʔλ͔Βͯ͑͘ݟ
Δͷ͸ɺίϩφՒʹ͓͚ΔΦϑΟεར
༻ͷ໨త΍ಇ͖ํͷมԽͩɻQPJOU���
NBSVOPVDIJͰ͸ͦΕΒͷσʔλΛݩ
ʹɺΦʔϓϯεϖʔεͩͬͨूதϒʔ
εͷࣨݸԽ΍ϑΥϯϒʔεͷԻ࿙Ε
๷ࢭͷڧԽͳͲʹऔΓ૊Μͩɻ֮ײ
஋΍Ұൠ࿦Ͱ͸ͳ ɺ࣮͘ࡍͷ਺ࣈΛ
Λ෼ੳ͠ɺϨ޲܏ΦϑΟεར༻ͷʹݩ
ΠΞ΢τ΍Ո۩ɺઃඋΛߋ৽͍ͯ͘͠
ͱ͜ͰͦͷมԽʹରԠͨ͠ɺ·͞ ʹʮੜ
͖ͨ ΦϑΟεʯΛ࣮૷͍ͯ͠Δͷͩɻ

東京駅から徒歩3分、かつ企業ユーザ
ーの割合が高いため、4時間以内の利
用の割合が38.7%にのぼる。短時間
の作業や打ち合わせなどの利用ニー
ズの高さがうかがえる。

短時間の電話応対などを想定
して設けられていた個室のフォ
ンブースは、１日１部屋あたりの
年平均利用率が、昨年対比で
32.7pt増加した。一方で、会議
室は17.6pt減少。この結果から
オンライン会議の増加により個
室のニーズが高まっていると想
定し、フォンブースの音漏れ防
止を強化したほか、オープンス
ペースだった個人用の集中ブ
ースを個室化した。

point 0 marunouchiには3つのシャワールー
ムと2つのナップルームが設置されている。多
くの利用者の勤務時間である9～17時の利用
割合が高く、勤務中のリフレッシュのために活
用されていることがわかる。これらの行動が健
康にどのような影響を与えるのか、ワーキング
グループを中心に検証も実施（▶P36へ）。

18.3
1日あたりの
カフェ平均出杯数※

杯 杯3.8
1日あたりの
ランチ平均配布数※

カフェとランチは会話のきっかけになることも多い。今年の1日あ
たりのカフェ平均出杯数は昨年より1.4杯増加したほか、ランチの
平均配布数も1.7個増えた。これは緊急事態宣言が一時緩和され
た期間において利用数が増えたためであり、対面での交流の機
会を求めて訪れた利用者が多かったと推測できる。
※ 各月のカフェ出杯数・ランチ配布数の合計を稼働日で割って算出した平均数

28.1%　2019年7月～2020年6月

60.8%　2020年7月～2021年6月

+32.7
フォンブースの年平均利用率（1日1部屋あたり）

pt

53.4%　22019年7月～2020年6月

35.8%　2020年7月～2021年6月-17.6
ミーティングスペースの年平均利用率（1日1部屋あたり）

pt

手洗い用洗面台の
吐水時間の最多秒数

6～8秒

2021年3月、入り口付近に手洗い
用の洗面台が設置された。利用
者の手洗い吐水時間で最も多い
秒数は6～8秒となっている。定期
的な手洗いが感染予防対策の一
助になることが期待される。

59.3
シャワールーム 9~17時の使用割合

%
：勤務時間（9~17時）
：その他の時間帯

78.1
ナップルーム 9~17時の使用割合

%
：勤務時間（9~17時）
：その他の時間帯

By the Numbers 1110
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2021

9月7日
point 0 annual report 
2019-2020発行

11月
三菱地所が参画

8月28日
ボードゲーム大会

9月16・24日
テーマ飲み会
「本」／「SF」

4月13・15日
ゆるラン部／

6月14日
プレイリスト部

5月31日
プレイリスト部

オンラインイベント
「旅行の会」

3月15日
オンラインイベント
「映画」

11月13日
日本酒部

10月2・8・12日
テーマ飲み会「日本酒」／
ボードゲーム／
ゆるラン部
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2020

4月26-27日
point 0 ignite
2021 spring
をオンライン開催
2日間にわたる成果発
表会を開催。前野隆司
氏、藤本あゆみ氏らを
ゲストに迎えた。

4月
日本たばこ産業
大建工業が参画

主催: ダイキン工業
形態: ハイブリッド

7月8日
air .0

主催: point 0 marunouchi
形態: オンライン

7月16日
感謝祭

主催: アサヒビール
形態: オンライン

7月31日
beer .0

主催: my city
形態: オンライン

10月8日
new-nomal-office .0

主催: 丹青社
形態: オンライン

10月22日
art.0

主催: ソフトバンク
形態: ハイブリッド

8月20日
robotics .0

澤 円氏と津脇慈子氏が登壇。

9月7-8日
point 0 ignite 
2020 autumn

主催: モンデリーズジャ
パン
形態: ハイブリッド

12月14日
Chew gum, stay 
focused.0 イベント

主催: point 0 marunouchi
形態: オンライン

12月17日
year end party

主催: セイコーエプソン
形態: オンライン

2月25日
printing .0

主催: 鹿島建設
形態: オンライン

3月23日
digital twin .0

主催: 日本たばこ産業
形態: オンライン

6月29日
zatsudan.0

主催: 三菱地所
形態: オンライン

5月26日
tokyo.0

主催: 清水建設
形態: オンライン

11月26日
bcp.0

主催: 野村不動産HD
形態: オンライン

1月28日
office work .0

主催: point 0 運営
形態: オンライン

7月15日
ハンドドリップ講座

主催: point 0 marunouchi
形態: オンライン

10月22日
だいたい26歳会

主催: 健康Working Group
形態: ハイブリッド

2月17日
ヘルシーランチ開始

主催: Eight Lab
形態: point 0 marunouchi

9月9日
整体無料体験会

主催: TOA
形態: オンライン

9月15日
オンラインミーティングの
お悩み解決

主催: point0放送局
形態: オンライン

1月20日
point0放送局開始

主催: point 0 marunouchi
形態: オンライン

11月19日
おうちでおいしい
レモンサワーの作り方

主催: Eight Lab
形態: オンライン

12月4日
整体無料体験

主催: 丹青社
形態: point 0 marunouchi

7月24日
ライブアート

主催: point 0 marunouchi
形態: オンライン

12月2日
未来のキャンピングカ
ーブレスト

2020年7月から2021年6月までの1年間、イベントの8割はオンラインでの開催
となった。また、主催企業数は10社まで増加し、point0参画企業のコミットが強
化されたと言える。コロナ禍において新たなコミュニティ、つながりの生みだし
方が模索された1年となった。

主催企業数

2019.7-
2020.6

2020.7-
2021.6

7社
12社

イベントの
開催形態の割合

オンライン:80%
ハイブリッド:20%

20%

80%
Activity
・2019年7月開設
・参画企業数を
　18社まで拡大
・各種部活動を
　スタート

Event
・8回開催
・主催企業数 7社

2019/7 - 2020/6 
Summary
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新たな働き方、つながり方を模索した
point 0 marunouchiの1年

Timeline & Highlights

2020年7月から2021年6月までの間で適切な方法を探りながら実施した数々のイベントや活動を振り返る。



これからの働き方を考える実験場として
雑談や各社の取り組みから得られるあらたな気づきと、そこから生まれるイノベーション。
そして仮説を気軽に検証できる環境。最新の技術やアイデアが集まる場所であるpoint 0では
どんなオープンイノベーションや実証実験が行われ、今後どのような役割を果たすのか。
企業を横断した鼎談や事例を通して紹介する。

Space for PoC

BERTH COFFEEが出
店するカフェスペース。
香りのよいコーヒーで
リラックスでき、会話も
弾む。

仕事の合間に瞑想やスト
レッチなどの用途で使用
できるメディテーション
ルーム。朝と夕方にヨガ
教室が開催されたことも。
©2019 Nacasa & Partners

軽井沢で実際に解析し
た風速データを元に、自
然で心地よい風を再現
するダイキン工業の
「Wind Creator」前は、
利用者の人気スポット
だ。

オンライン会議や作
業に集中したい個人
のためのプライベー
ト集中ブース。利用
者からの要望に応え、
扉を設けるなどレイ
アウトを変更した。

ナップルームにはトゥルー
スリーパーとパナソニック
の快眠照明が導入されて
いる。短時間でも深い眠り
に入ることができ、作業効
率の向上につながっている。
©2019 Nacasa & Partners

無料で使用できるシャ
ワールームは、勤務前
後の運動後のほか、勤
務中にも利用され、利
用者の気分転換につ
ながっている。

入り口ではダイキン工
業の「Air Spot」が利用
者を迎える。夏には冷
風、冬には暖気で体温
を調整してくれるため、
施設内の一括した空調
管理にもつながってい
る。

※01～20の番号はCase Studies of PoC（▶P24）に対応しています

01

15

12

1817

11

07

04

03

16

05

02

19

09

10

1308

06

14

20

48
実証実験数

件
参画企業の実験場として活用されるpoint 0 marunouchi
では、この1年間で32件の実証実験が開始された。2019
年7月の開設からの累計では48件にのぼる。この実験で
得られた結果は、働きやすい環境を実現していくために
活用されている。

1514 Space for PoC
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೥�݄͔ࠓ΋ͪͨࢲɹ50"ͱ͸܂∁
ΒɺٵԻࡐݐͱԻڹͷϚεΩϯάٕज़
Λ͔͚߹Θͤͨࣨݸͷ੩Իڥ؀ʹؔ
͢Δ࣮ূ࣮ݧΛ΍Β͍͍͍ͤͯͨͩͯ
·͢ɻQPJOU��಺Ͱʮཝ͕ؒΦʔϓϯ
ʹͳ͍ͬͯΔࣨݸͷԻ࿙ΕΛղফͨ͠
͍ʯͱ͍͏՝୊্͕͕ͪ࣋Γɺͪͨࢲ
ͷʮݐஙԻڹʯͱ50"ͷʮిؾԻڹʯɺ
ͦΕͧΕͷ෼໺ͷ஌ݟ΍ٕज़Λͪ࣋
ιϦϡʔγϣϯͷ࣮ূΛਐΊͯͨͬد
͍Δͱ͜ ΖͰ͢ɻ࣮ࡍʹҴാ͞Μͱ͓
࿩͍ͤͯͨͩ͠͞ ͳ͔͘ͰɺͦΕ·Ͱ
஌ࣝͰ͔͠஌Βͳ͔ͬͨϚεΩϯάٕ
ज़ͷ༗༻ੑΛମ͢ײΔͳͲɺ৽ͨͳ
஌ݟΛಘΒΕ·͠ ͨɻ
ాதɹQPJOU���NBSVOPVDIJʹ٤Ԏ
ॴ͸͋Γ·ͤΜ͕ɺզʑ΋ΦϑΟε಺
Ͱͷ٤Ԏॴ΍ϦϑϨογϡϧʔϜͷະ
དྷͷࡏΓํΛ໛͢ࡧΔΑ͏ ͳ࣮ূ࣮ݧ
Λ͖͍ͨͯͬߦ ͍Ͱ͢Ͷɻ͋Γ͕͍ͨ
ͷ͸ɺQPJOU��Ͱ͸ଞࣾͷํʹϑϥο
τʹ ʮԿ͔Ұॹʹ΍Γ·͠ ΐ͏ ʯͱ͓੠
͕͚Ͱ Δ͖఺Ͱ͢ɻී௨ɺଞࣾͱͱ΋
ͷϙϦγۀاΔͱͳΔͱ͢ݧ࣮ূ࣮ʹ
ʔʹࠨӈ͞Ε Γͨ൥ࡶͳखଓ͖͕ඞཁ
ͩͬ Γͨͱɺӽ Δ͑΂͖ϋʔυϧ͕ͨ͘
͞Μ͋Γ·͢ɻ͔͠͠ɺQPJOU��Λओ
͠·ΔͱɺʮQPJOU���Ͱ΍Γ͢ʹޠ ΐ͏ ʂʯ
ͱ͍ͬͨ۩߹ʹΞΠσΞϕʔεͰ૬ஊ
͢Δ͜ ͱ΋Ͱ Δ͖ΜͰ͢ɻ
౉ลɹͪͨࢲ͸౰ॳɺQPJOU��Ͱऔಘ

ɹQPJOU��ͷັྗ΍ͦͷՄೳੑΛɺࢀ
ըۀا͸ͲͷΑ͏ ΔͷͩΖ͍ͯ͡ײʹ
͏͔ ɻQPJOU�ͷऔక໾Ͱ Γ͋50"ͷ
Ҵാ৳Ұ࿠ࢯɺ্ཱͪ͛౰ॳΑΓࢀ
ը͍ͯ͠Δ౦ژւ্೔ಈՐࡂอݥͷ
౉ลࢯݫݑɺͦ͠ ͯɺࠓ೥�݄ΑΓࢀ
ըͨ͠େۀ޻ݐɾ∁݈܂Ұࢯɺ೔ຊ
ͨ͹͜ۀ࢈ʢҎԼɺ+5ʣɾాத༸ฏ
࿩Λฉ͍ͨɻʹࢯ

ʕ�QPJOU��ʹࢀըͨ͠ܦҢΛͯ͑ڭ
ͩ͘ ͍͞ɻ
Ҵാ৳Ұ࿠ʢҎԼɺҴാʣɹ����೥
�݄ʹɺμΠΩϯۭ͕ؒۀ޻σʔλͷ
૑ϓϥοτϑΥʔϜͰ͋Δڞ૑ʗڠ
ʮ$3&4/&$5ʯϓϩδΣΫτΛൃද͠ɺ

ʮΦʔϓϯΠϊϕʔγϣϯΛ௨ͯ͡ɺۭ
ؒΛΞοϓάϨʔυ͠ ͍ͯ ʯ͘ͱ͍͏ͦ
ͷίϯηϓτʹ Ҿ͔Ε·͠ ͨɻQPJOU��
ʹ͸ଟ ͷ͘༗໊ࢀ͕ۀاը͢Δͱ͋ͬ
ͯɺ50"ͱ͠ ͯ΋͝ҰॹͰ͖Ε͹࣍
ͷۀࣄల։͕͏͖ͦͯ͑ݟ ͩͱ͍͏ظ
଴ײΛ΋ͬ ը͢Δ͜ࢀͯ ͱʹͳΓ·͠ ͨɻ
౉ลݫݑʢҎԼɺ౉ลʣɹࢲͲ΋͸ɺ
ͷϔϧ͚޲һۀӦ΍ैܦ߁ͷ݈ۀا
εέΞؔ܎ͷιϦϡʔγϣϯ։ൃʹڵ
ຯ͕͋ΓɺϓϩδΣΫτൃ଍ॳ͔ظΒ
ձࣾ୯ݥը͍ͯ͠·͢ɻ΍͸Γอࢀ
ಠͰ͸஌ݟͳͲ΋ݶΒΕͯ͘ ΔͷͰɺ
ΦʔϓϯΠϊϕʔγϣϯΛ૑ൃ͢Δϓϥ
οτϑΥʔϜɺίϛϡχςΟͦ ͷ΋ͷ͕
ັྗͩͱ͍ͯͬࢥ·͢ɻ

オープンイノベーションを
生み出す距離感と空気感
point 0だから起こったケミストリー。
point 0が主語になることで
加速する実証実験。
未来のオフィス空間point 0は、
日本のオープンイノベーションの
起点となる。

Cross Talk1 

“保険会社単体では
見いだせない価値を”

“未来のリフレッシュ
スペースを模索”

たなか ようへい◎たばこ事業本部 
セールスグループ CSV推進担当
 課長

田中洋平　日本たばこ産業

わたなべ かずひろ◎デジタルイノベ
ーション部 アライアンス推進室 
担当課長兼プロジェクト推進室 参事

渡辺憲厳　東京海上日動火災保険

Cross Talk1 1716 Space for PoC



ͨ͠ΦϑΟεۭؒ಺ͰͷόΠλϧσʔ
λΛجʹ͠ ͨอݥ঎඼ͷ։ൃͳͲΛ૝
ఆ͍ͯ͠·͠ ͨɻ͔͠͠ɺࡏݱͷٕज़
΍อݥ঎඼ʹٻΊΒΕΔσʔλͷਖ਼
֬ੑΛ͑ߟΔͱ೉͍͠ͱ͍ͬͨ൑அͱ
ͳΓ·͠ ͨɻͦΕͰ΋ɺίϩφՒΛܦ
ͯ৽͍͠ಇ͖ํ͕͕޿Γɺۀاͷ݈
Γํ΋มԽ͍ͯ͠·͢ɻͦࡏ؅ཧͷ߁
͏͠ ঢ়ʹରԠ͢Δ৽͍͠αʔϏεݱͨ
΁ͷख͕͔Γ͕QPJOU��ʹ͋ΔΜ Ό͡
ͳ͍͔ͱظ଴͍ͯ͠·͢ɻ
ҴാɹQPJOU��ʹ͸ϝʔΧʔ͕ۀاଟ
͍ͳ͔Ͱɺอݥձࣾͷํ͔Βҙ͕ݟ
ฉ͚Δͱ͍͏ͷ͸͢͝ ॏͳΜͰ͢ɻو͘
Ͱ͔͢ΒɺQPJOU��ؔ࿈Ҏ֎ͷ ͱ͜Ͱɺ
౉ล͞Μʹݸਓతʹ૬ஊΛ΋ͪ ͔͚Δ
ͱ͜΋Α͘ ͋Γ·͢Ͷɻ΄͔ʹ΋ΞΠσ
Ξ΍ϦϨʔγϣϯΛ૑ൃ͢ΔͨΊɺ
QPJOU��Ͱ͸ଟ ͷ͘ϫʔΩϯάάϧʔϓ
্ཱ͕͕͍ͪͬͯ·͢ɻݸʑਓ͕ࣗ
ൃతʹ͍ͯͬߦΔ΋ͷ΋͋Γ·͢͠ɺ
QPJOU��͕໨͢ࢦςʔϚͰ͋Δʮ݈߁ʯ
ʮ૑଄ʯʮޮ཰ʯΛͨ͛ܝ�େϫʔΩϯ
άάϧʔϓ΋੝Γ্͕͍ͬͯ·͢ɻ
ͱాதࢲɹ܂∁ Μ͞͸ʮ૑଄ʯϫʔΩ
ϯάάϧʔϓʹೖ͍ͬͯͯɺ͜ͷલ΋
ͨ·ͨ·Ұॹʹࢿྉ࡞੒Λ͢Δ͜ ͱͱ
ͳͬ ͨϥΠΦϯͷํΛަ͑ͯʮ͔ͤͬ͘
ͳͷͰ�ࣾͰԿ͔Ͱ͖ͳ͍ ʁ͔ʯͱ͍
͏࿩Λ͠ ͍ͯ·͠ ͨɻ
ాதɹϫʔΩϯάάϧʔϓͷ׆ಈͰ͸ɺ
ଞࣾͷ༏लͳਓ͕ͨͪฐࣾͷ ͱ͜Λߟ
͑ͯ৭ʑͳΞΠσΞΛग़ͯ͘͠ Ε Γͨ΋
͢ΔΜͰ͢ɻͦͷ ͱࣗ͜ମ͕͢͝ Ձ͘
஋͕ Γ͋·͢ΑͶɻ

ʕ�QPJOU��ͷޙࠓͷՄೳੑʹ͍ͭ
͓ͯฉ͔ͤ͘ ͩ͞ ͍ɻ
ాதɹͪͨࢲ͸গਓ਺ͷνʔϜͰࢀ
ը͍ͯ͠ΔͷͰ͕͢ɺଞ෦ॺ΍άϧ
ʔϓձࣾͷํʑΛݺΜͰɺQPJOU��ͩ

͔Βͦ͜Ͱ Δ͖Մೳੑͱ͍͏ͷΛ໛ࡧ
͍ͯ͠·͢ɻ͜͜Ͱಘͨ஌ݟ΍ٕज़ɺ
ग़ձͬͨ΋ͷ΍ਓͱ͍ͬͨՁ஋Λձࣾ
Δ͜ؼͪ࣋ʹ ͱͰݙߩͰ͖Ε͹ͳɺͱ
ɻ͢·͍ͯ͑ߟ
͸͜Ε·Ͱࢲɹ܂∁ ΋ʹಉۀଞࣾͱΞ
ϥΠΞϯεΛ૊ΜͰɺॅ୐ʹؔ͢Δ঎
඼։ൃΛ௕ ΍͖ͬͯ͘·͠ ͨɻ͔͠͠ɺ
QPJOU��Ͱ͸ҟۀछͷਓʑͱग़ձ͏͜
ͱͰɺۭؒʹର͠ ΑͯΓ͞ ·͟ ·ͳ͑ߟ
ํ΍Ξϓϩʔνʹ৮ΕΒΕ͍ͯ·͢ɻ
ΛؚΊΞδϟΠϧ։ൃతͳεݧ࣮ূ࣮
ϐʔυײͷ͋ΔϓϩδΣΫτ͕ ల։͞Ε
ΔҰํɺଞࣾͷํͱະདྷͰͷڞ૑ͷ
ՄೳੑΛ୳Δͱ͍ͬͨ௕ظతͳ࠲ࢹͳ
Ͳɺෳ਺ͷ͕࣠ؒ࣌ଘ͍ͯ͠ࡏΔΑ͏
΋ʹײ ·͢͡ɻޙࠓ͸QPJOU��Ͱग़ձ
ͬͨਓʑͱҰॹʹ৽͍ۭؒ͠Λͭͬ͘
͍͖ͯͨ ͍Ͱ͢Ͷɻ
౉ลɹզʑอݥձࣾ͸ۚ༥ؔػͰ΋
͋ΔͨΊɺ๏తʹ΋ۀ຿ൣғ͸ݶΒ
Ε͍ͯ·͢ɻͦ͏ ͷͳ͔Ͱݶ੍͍ͨͬ
΋ɺ৭ʑͳٕज़ऀͷօ͞Μͱ͝ Ұॹ͢
Δ ͱ͜Ͱɺࣗ෼͚ͨͪͩͰ͸Ͱ ͳ͖͍
Ձ஋Λͭͬ͘ ͍͚ͯΕ͹ͱ͍ࢥ·͢ɻ
۩ମతʹ͸ɺ݈ܦ߁ӦιϦϡʔγϣϯ
ͷ෼໺ͰͷՄೳੑΛ͍ͯ͡ײ·͢ɻ
ҴാɹQPJOU��͸ɺιϑτɾϋʔυͷ
྆໘ͰΦʔϓϯΠϊϕʔγϣϯΛ͠΍
͍ۭؒ͢΍੍౓͕ߏங͞Ε͸͡Ίɺ
αςϥΠτΦϑΟεۀࣄͱ͠ ͯͷ࣮੷΋
্͕͍ͬͯ·͢ɻޙࠓ͸ɺ&4(΍஍
Ҭ૑ੜͱ͍ͬͨ؍఺Ͱ஍ํͷࣾձ՝
୊Λղܾ͢ΔͨΊʹɺྫ͑͹ʮQPJOU�
�� MPDBMʯΛల։ͯ͠Έ ΓͨɺεϚʔτ
γςΟͷͳ͔Ͱ֤͕ۀا༗ػతʹͭͳ
͕ΔʮQPJOU���UFBNʯΛߏங͢Δͷ΋
͍͍͔΋͠ Ε·ͤΜɻͦ͏ ΍ͬͯɺΦ
ʔϓϯΠϊϕʔγϣϯʹΑΔڞ૑ϓϥο
τϑΥʔϜQPJOU��શମͷϓϨθϯεΛ
Ί͍͚ͯͨΒ͏ߴ Ε͍͠Ͱ͢Ͷɻ

“それぞれの知見を持ち寄り
共同で実証実験”

“オープンイノベーションが
自然体で始まる場所”

いなはた しんいちろう◎ネクストビ
ジネス推進室 室長

稲畑伸一郎　TOA

たかくわ けんいち◎商品企画部 
イノベーション課 課長

髙桑健一　大建工業

ɹQPJOU��ʹ͸ɺ౎ࢢ։ൃ΍ΦϑΟε
ϏϧͷݐઃΛख͕͚Δେۀا΋ࢀը͠
͍ͯΔɻίϩφՒΛػܖʹҰؾ ϦʹϞ
ʔτϫʔΫ͕ఆண͍ͨ͠·ɺ͜ΕΒͷ
ͱͬʹۀا ͯɺਓʑ͕ͲΜͳϫʔΫε
ϖʔεΛඞཁͱ͠ ͍ͯΔͷ͔ΛϦαʔ
ν͠ ɺ৽͍͠ಇ͖ํΛఏҊ͍ͯ͘͠ ͱ͜
͕৽ͨͳ՝୊ʹͳΓͭͭ͋Δɻࣗ਎ͷ
QPJOU��ͷར༻ମ͔ݧΒώϯτΛಘͨͱ
͍͏ �ਓʹɺ࿩Λฉ͍ͨɻ

ʕ�QPJOU���ʹࢀըͨ͠ܦҢΛ͑ڭ
ͯ͘ ͩ͞ ͍ɻ
஛ຊ�৾ʢҎԼɺ஛ຊʣɹ౰ࣾ͸ɺओ
ڥ؀͘רͰ͋ΔΦϑΟεΛऔΓۀࣄྗ
ͷٸ଎ͳมԽΛઌऔΓ͠ ɺࣗΒͷʮಇ

ʯ͘Λมֵ͠ൃ৴͍ͯ͠ ͱ͘ͷ؍఺͔
Βɺ����೥ʹຊࣾΛҠస͠ɺຊࣾΛ
ͷ৔ͱ͠ݧ࣮ূ࣮ ͯɺʮಇ ʯ͘ʹؔ͢
ΔऔΓ૊ΈΛ͍ͯͬߦ·͢ɻࢲͷνʔ
Ϝ͸ຊࣾҠసϓϩδΣΫτ΍Ҡసޙͷ
ӡӦɺࣾ಺ͷಇ͖ํվֵͳͲΛ୲౰
͍ͯͨ͠ͷͰ͕͢ɺࣾ಺Ͱʮಇ ʯ͘ʹ
ؔ͢ΔվֵΛਪਐ͖ͯ͠ ͔׆Λݧܦͨ
͠ɺޙࠓ͸͓٬༷ͷʮಇ͘ʯʹ͔͔
ΘΔՁ஋ఏڙΛ͢Δͱ͍ ϛ͏ογϣϯ͕
༩͑ΒΕ·͠ ͨɻͦ͏ ͨ͠ͳ͔Ͱɺࠓ
ରʹݧೳͳͲͷ࣮ূ࣮ػͷΦϑΟεޙ
ͯ͠ɺຊࣾҎ֎ͷ৔͔ͩΒ࣮ͦ͜ݱͰ
Δ͖͜ ͱ΍৘ใऩूՄೳͳ ͱ͜΋͋Δͱ
͠·ըΛܾఆ͠ࢀɺQPJOU��΁ͷ͑ߟ
ͨɻࢀըۀاͱͷίϥϘ΍࣮ূ࣮ݧ

働き方をアップデートし
共創のきっかけを得る
point 0は企業の実証実験の場であり、
新しい働き方を提案する場でもある。
参画企業はどんなことを期待し、
どんな気づきを得ながら
この新たなワークスペースを
活用しているのだろうか。

Cross Talk2 
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Λ௨ͯ͡ɺ৽ͨͳՁ஋ఏڙ΍ɺΦϑΟ
εɾ֗ͮ Γ͘ͷίϯςϯπ΁ͷώϯτΛ
ಘΔ͜ ͱΛ໨తͱ͠ ͍ͯ·͢ɻ
஌ʣɹ౰ྑٱʢҎԼɺࢠ஌�ѥҎྑٱ
ࣾͰ͸ɺʮεϚʔτϏϧɾεϚʔτΦϑ
Οεʯʮ৽͍͠ಇ͖ํʯΛςʔϚͱ͢Δ
ٕज़։ൃΛ͍ͯͬߦ·͢ɻQPJOU��ͷɺ
ར༻ঢ়گΛσʔλԽͯ͠ΦϑΟεͷվ
ળɾਐԽʹ͔͢׆औΓ૊Έ΍ɺ݈߁ɾ
΢ΣϧωεΛॏͨ͠ࢹಇ͖ํΛ௥͠ٻ
͍ͯΔ෦෼͕ɺ։ൃνʔϜͷํ͑ߟͱ
߹͍ͬͯ·͠ ͨɻ
ɹ࣮ࡍʹར༻ͯ͠ΈΔͱɺ૝૾͍ͯ͠
ͨҎ্ͷޮՌ͕ಘΒΕ·͠ ͨɻͱ͍͏
ͷ΋ɺࣗࢲ਎ͷಇ͖ํͷՁ஋؍΋มΘ
͖ͬͯ ͨΜͰ͢ɻࢲͷ෦ॺ͸ݻఆ੮ϝ
ΠϯͷΦϑΟεͳͷͰɺʮϦϑϨογϡ͸
ΧϑΣલʯɺʮूத͍ͨ͠ͱ͖ʹ͸ݸ
ࣨʯɺʮਓͱίϛϡχέʔγϣϯΛͱΓͨ
͍ͱ͖ ͸Φʔϓϯεϖʔεʯɺͱ͍ͬͨ
຿಺༰ۀ෼ͱؾ Αʹͬ ͯࣗ༝ʹ੮Λબ
Ϳಇ͖ํ͕৽઱Ͱͨ͠ɻ࣮ͯ͠ࢼʹࡍ
ΈΔͱࣄ࢓ͷύϑΥʔϚϯε͕ͱͯ΋
্͕Γ·͠ ͨɻ

ʕ�QPJOU��Ͱಇ͘͜ ͱͰɺࣗ͝਎ͷ
Ձ஋؍΋มΘΓ·͠ ͔ͨɻ
ҏ౻�݈ଠ࿠ʢҎԼɺҏ౻ʣɹ࠷ॳʹ
QPJOU��ͷߏ૝Λ͓ฉ͖͠ ͨͱ͖ ͸ɺʮ͜
Ε͕ੜ্޲ੑ࢈ʹຊ౰ʹ݁ͼͭ ͷ͘
͔ʯͱ൒৴൒ٙͩͬͨΜͰ͢ɻͰ΋࢖
͍͸͡ΊͯΈΔͱɺᡰʹམͪ·͠ ͨɻ
ྫ͑͹ɺQPJOU��ͱڞಉͰఏ͍ͯ͠ڙ
ΔզʑͷγΣΞΦϑΟεͰ͸ɺΦϑΟε
಺ʹආॵ஍ΛΠϝʔδͨ͠෩Λਧ͔ͤ
Γͨɺ໦࿙Ε೔Λͭͬ͘ Γͨɺ߳Γʹ ΋
෉Λ͠޻ Γͨͱɺਓͷੑײ΍ײޒʹૌ
Δ͑ܗͰշదʹաͤ͝Δֻ͕͚ͨ͘࢓
͞Μ͋ΔΜͰ͢ΑͶɻͦͷޮՌͰͱͯ
΋ϦϥοΫεͰ Δ͖ͷͰɺͨ·ͨ·ډ߹
Θͤͨ΄͔ͷۀاͷํͱ΋ɺϑϥοτ

ͳίϛϡχέʔγϣϯ͕ͱΕΔͷͰ͢ɻ
ͦ͜ ͔ΒΞΠσΞΛಘ ΓͨɺίϥϘϨʔ
γϣϯͷ͖ͬ ͔͚͕ੜ·Ε Γͨ͢Δɻϫ
ʔΫϓϨΠεʹ͓͚Δ֮ײతͳΞϓϩ
ʔνͷॏཁੑ͕ɺࣗ෼ͷ࣮ײͱͱ΋ʹ
ཧղͰ ·͖͠ ͨɻ
େా�ಓ޿ʢҎԼɺେాʣɹ�೔ຊ͸໊
׵ަࢗΒɺ໊͔͍ڧͷจԽ͕׵ަࢗ
͍ͯ͠ͳ͍ਓʹ͸࿩͔͚͠ʹ͘ ͕ؾ͍
ͯ͠͠·͏ ɻ͔ͩΒɺۀاͷ࿮Λ௒͑
ͨίϛϡχέʔγϣϯͬ ͯɺ೉͍͠ΜͰ
͢ΑͶɻͰ΋QPJOU��͸ɺ͜͜ʹొ࿥
͍ͯ͠Δ࣌఺Ͱʮۀاͷ࿮Λ௒͑ͯΞ
ΠσΞΛͯͬدͪ࣋ɺ৽͍͠΋ͷΛੜ
Έग़͍ͨ͠ʯͱ͍͏ ҙ͕͍ࣝڧਓͨͪ
͔ͩΒɺॳΊͯձ͏ਓͱ΋εϜʔζʹ
ձ࿩Λ࢝ΊΒΕΔɻͦΕ͕ɺ΄͔ͷί
ϫʔΩϯάεϖʔεͱେ͖͘ ҧ͏఺ʹͳ
Γ·͢ɻ͜͏ ͨࣗ͠વൃੜతͳަྲྀʹ
Ճ͑ͯɺQPJOU��ͷӡӦͷํʹϚον
ϯάͷػձΛηοςΟϯά͍͚ͯͨͩ͠
ΔΑ͏ ʹͳΔͱɺ Β͞ʹॆ࣮͢ΔΜ Ό͡
ͳ͍͔ͳͱظ଴͍ͯ͠·͢ɻͱ͍͏ͷ
΋ɺαϯϗηͷ8F8PSLΛ๚໰ͨ͠
ɺ೔ຊͷθωίϯ͕དྷͨɺͱ͍͏͜ࡍ
ͱͰɺଞࣾͷํͱϛʔςΟϯά͢Δػձ
Λઌํ͕ઃఆͯ͘͠ΕͨΜͰ͢ɻ
QPJOU��͸ɺͦ͏ ͠͏ ͨϋϒʹͳΔՄೳ
ੑ΋ൿΊ͍ͯ·͢ΑͶɻ

ʕ�QPJOU��ͷऔΓ૊Έࣗମ͕ɺ͝
ࣗ਎ͷۀا΍͓ࣄ࢓಺༰ʹͱͬ ࢀͯ
ͳΔ͜ʹߟ ͱ΋͋ Γ·͔͢ɻ
஌ɹQPJOU���Ͱ͸ɺԿछྨ΋ͷྑٱ
૷ஔΛ͍࢖ɺར༻ঢ়گ΍ࣨ಺ڥ؀ͳ
ͲͷσʔλΛऔಘ͍ͯ͠·͢ΑͶɻط
ଘͷΦϑΟεͩͱʮͳΜͱͳ͍͘࢖΍
͍͢ʯͱɺ֮ײతͳײ૝ʹཔ͍ͬͯ
ͨ෦෼͕ଟ͍ͷͰ͕͢ɺ͜͜Ͱ͸ར
༻཰Λ਺஋ԽͰ͖·͢ɻྫ͑͹ɺ਺
஋͕௿͔ͬͨूதϒʔε͸ɺࣨݸʹ

ϦχϡʔΞϧͯ͠ɺ͞ Βʹ͍࢖΍͘͢͢
ΔͨΊͷվળΛਐΊ͍ͯ·͢ɻࣗࣾͰ
εϚʔτΦϑΟε΍σʔλ׆༻ʹؔ͢
ΔऔΓ૊ΈΛਐΊΔ͏ ͑Ͱ΋ɺσʔλͷ
ཪ෇͚͕͋Ε͹ΦϑΟεͷվળ͕ਐ
Ήͱɺ֬৴ΛಘΔ͜ ͱ͕Ͱ ·͖͠ ͨɻ

ʕ�ίϩφՒΛ͖ ͔͚ͬʹɺϫʔΫε
ϖʔεͷ໾ׂ΍࢖ΘΕํ͕໰ΘΕΔ
Α͏ ʹͳ͖͍ͬͯͯ·͢ɻΦϑΟεͮ͘
Γͷ࠷લઢΛ୲ΘΕ͍ͯΔཱ৔͔Βɺ
ϫʔΫεϖʔεͷ໾ׂ΍ҙٛʹ͍ͭͯ
ͷ͓͑ߟΛ͓ฉ͔ͤ͘ ͩ͞ ͍ɻ
ҏ౻ɹզʑ͸ΦϑΟεΛͭ Δ͘ଆͷཱ
৔Ͱ͋Δͱಉ࣌ʹɺࣗ෼͕Ͳ͏ ͍͏৔
ॴͰಇ͖ͨ ͍͔ʹ͍ͭ ΋ͯ͑ߟɺ҉த
໛͍ͯ͠ࡧ·͢ɻ౰ࣾͷ৽͍͠ΦϑΟ
εͷࡏΓํͳͲͷௐࠪڀݚΛ͏ߦ
ʮ)6."/�'*345ڀݚॴʯͰɺࠓ
೥�݄ʹҰ౎ݝࡾͷऀॅډͰ͋Γɺ
͔ͭνʔϜͰࣄ࢓Λ͠ ͍ͯΔਓΛର৅
ʹʮࣄ࢓ʹ͓͚ΔݸਓͷύϑΥʔϚϯ
ε্޲Ҽࢠʹؔ͢ΔௐࠪʯΛ࣮͠ࢪ
ͨΜͰ͢ɻίϩφՒΛ͖ͬ ͔͚ʹਓʑ
ͷՁ஋͕؍มԽͨ͠ ͱ͜΋͜ ͷௐࠪʹ
͸൓ө͞Ε͍ͯͯɺͦͷ݁Ռͷͻͱͭ
ʹʮύϑΥʔϚϯε͕͍ߴ૚΄Ͳࣄ࢓
Ͱར༻͢Δ৔ॴͷh छྨʱ͕ ଟ ɺh͘໨
తʱ͝ͱʹ৔ॴΛ͍࢖෼͚Δ͕޲܏
ʯͱ͍͏͍ڧ ߲໨͕͋ͬͨͷͰ͢ɻ·
͞ʹͦΕΛ࣮ݱͰ Δ͖ͷ͕QPJOU��͕
ఏ͍ࣔͯ͠ΔϫʔΫεϖʔεͰ͢ɻ
ɹͨͩ͠ɺͦ͏ ͨ͠ಇ͖ํΛ࣮ݱͰ͖
ΔΦϑΟεΛͭ Δ͘ʹ͸ɺͲ͏ ͠ ΋ͯίε
τ͕ ͔͔Γ·͕͢ɺ͜Ε·Ͱͷ೔ຊͰ
͸ɺͦͷΑ͏ ͳίετ͸Χοτ͞ Ε͕ͪ
Ͱͨ͠ɻզʑͷΑ͏ ͳ͕ۀاɺΑΓշ
దͰɺੜߴ͕ੑ࢈·ΔϫʔΫεϖʔε
Λࣾձʹఏࣔ͢Δͱ͖ ɺ٬ސͷ૯຿
෦΍ɺܾݶݖࡋͷ͋ΔਓͨͪʹͲΕ
͚ͩૌ͔͚͑ΒΕΔ͔ɺͱ͍͏෦෼͸

େ ͳ͖՝୊Ͱ͢ɻQPJOU��ͷΑ͏ ʹ۩
Δ͕͋͜ڥԽ͍ͯ͠Δ؀ݱ ͱͰࣾձʹ
ରͯ͠આಘྗ͕૿͠ɺಇ͖΍͍͢؀
ΔΜ͢ٴීʹ଎ٸ͕ڥ Ό͡ͳ͍͔ͱظ
଴͍ͯ͠·͢ɻ
େాɹ�QPJOU��Λ͍࢝࢖Ίͨ౰ॳ͸ɺ
·ͩίϩφՒલͰɺਖ਼௚ͳ ͱ͜Λ͍͏
ͱɺ͜͜ Ͱಇ͘͜ ͱʹͳ͡Ί͍ͯ·ͤΜ
Ͱͨ͠ɻͱ͍͏ͷ΋ɺࣄ࢓͸ΦϑΟε
ͷݻఆ੮Ͱ͏ߦɺͱ͍͏ श͔ͬڧ͕׳
ͨͷͰɺʮQPJOU��ʹ͸ɺະདྷͷಇ͖
ํͷτϥΠΞϧͱ͠ ͯདྷΔʯͱ͍͏ ֮ײ
ͷͰ͢ɻ͔͠͠ɺϦϞʔτ͔ͨͬڧ͕
ϫʔΫ͕ීͯ͠ٴɺ ·͟͞ ·ͳ৔ॴͰ
ಇ͘͜ ͱ͕౰ͨΓલͷΑ͏ ʹͳ͖ͬͯͨ
ͳ͔Ͱɺࣗࢲ਎ͷಇ͖ํͷࢹ໺΋޿
͕Γɺଟछଟ༷ͳಇ͖ํΛఏҊ͢Δ
QPJOU��͕ɺ͙ͬ ͱ਎ۙʹײ Β͡ΕΔΑ
͏ʹͳͬͯ ·͖͠ ͨɻࢪઃ಺ͷϛʔςΟ
ϯάςʔϒϧʹࣾ಺ͷਓؒͰू߹͠
ͯଧͪ߹ΘͤΛ͢Δ͜ ͱ΋͋ Δ͠ ɺਓͱ
ձ͍ʹ͘͘ ͳ͍ͬͯΔঢ়گͷͳ͔Ͱଞ
ࣾͷํͱίϛϡχέʔγϣϯΛͱΔػձ
΋ͭ͘ΕΔɻίϫʔΩϯάεϖʔεͷ
Մೳੑ͕͖ͯ͑ݟ ɻ͢·͍͕ͯ͠ؾͨ
஛ຊɹQPJOU��ʹ͸ೳಈతɾੵۃత
ը͍ͯ͠Δํ͕ଟࢀʹ ɺ֗ͮ͘ Γ͘ͷ
ཱ৔ͱ͠ ΋ͯɺۀاͷ࿮Λ௒͑ɺ͜Ε
͔Β͞ Βʹ໘ന͍͕ࣄ࢓Ͱ Δ͖͕͠ؾ
ϫͯΫϫΫ͠ ͖ͯ ·͢ɻ
ҏ౻ɹ ΐͪͬ ͱେ୾ͳ ͱ͜Λ͢Δ༐ؾΛ
΋ͯΔͱ͍͏͔ɺҰา౿ΈࠐΜͩΞΠ
σΞ΋ग़ͯ ·͖͢ΑͶɻ෩΍߳ΓͳͲɺ
ࣗવͷཁૉ͕͜Ε͚ͩࣄ࢓ʹ͍͍ޮ
ՌΛ΋ͨΒ͠ ͯ͘ ΕΔͳΒɺ Ό͋͡ϋϫ
Πͬ Ά͍෩ͱҰॹʹɺ࠭඿κʔϯΛͭ
ͬ͘ ͯད଍ͰσΟεΧογϣϯ͢Δͷ͸
Ͳ͏ͩΖ͏ ɺͱ͔Ͷʢসʣɻͦ͏ ͍͏Կ
ͳ͍ձ࿩͔ΒɺΑΓշదͳϫʔΫεؾ
ϖʔεΛࣾձʹൃ৴͍͖ͯ͘͠ ͔͚ͬ
ΛੜΈग़ͤͨΒͱ͍ͯͬࢥ·͢ɻ

“皆さんのヤル気に
触発されます！”

“アットホームな雰囲気に
ホッとします”

くらち あいこ◎建設設計本部 
設備設計統括グループ 
チーフエンジニア

久良知亜以子　鹿島建設

たけもと すすむ◎ビル営業部 
担当部長 FMコンサルティング室長

竹本 晋　三菱地所

“ワーケーション気分で
働けるのも魅力”

“point 0は、来たくなる
仕掛けが豊富！”

おおた みちひろ◎設計本部 
プロポーザル・ソリューション推進室 
副室長

大田道広　清水建設

いとう けんたろう◎経営役 
都市開発事業本部 企画室長

伊藤健太郎　野村不動産
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ɹ࣌ʹ͸ɺσʔλऔಘ͕ ·͏͘ ͍͔ͳ
͍ ͱ͜΋͋Δɻલड़ͷΦΧϜϥͷௐࠪ
Ͱ͸ɺصʹ͚ͭͨηϯαʔͰࣗಈͰ
σʔλΛऔಘ͢Δ΄͔ɺ্ص໘ʹషͬ
ͨίʔυΛར༻ऀʹಡΈऔͬ ΋ͯΒ͏ ͜
ͱͰσʔλΛऔಘ͢Δ
ɻ�छྨͨͬߦ΋ݧ࣮
ͷσʔλΛֻ͚߹Θ
ͤͯɺΑΓਖ਼֬ͳར༻
཰Λग़ͦ͏ ͱ͢Δૂ͍
͕ͩͬͨɺʮίʔυΛ
ಡΈऔΒͳ͘ ͯ΋੮ͷ
ར༻͸ՄೳͳͷͰɺ
ಡΈऔΓΛߦΘͣʹ
੮Λར༻͢Δར༻ऀ͕ଟ࠲ ɺͨͬ͘ࢥ
ΑΓ΋σʔλ͕ू·Βͣɺૂ͍௨Γʹ
͸͍ ·͖ͤΜͰͨ͠ʯʢӉࢯߴʣɻ
ɹ͔͠͠ɺ͜ͷ൓ল͕ɺΦΧϜϥ͕৽
ͨ ϦʹϦʔε͠ ͨ৽αʔϏεʮ8PSL�Y�
%ʯʹ͔͞׆Εͨɻʮར༻ऀ͕࣮֬ʹ
੮Λ࢖༻͍ͯ͠Δ͜ ͱ͕Θ͔Δ࢓૊Έ
Λݕ౼͢Δ͖ ͔͚ͬʹͳΓ·͠ ͨɻ·ͨɺ
ར༻ऀʹରͯ͠ɺऔಘͨ͠σʔλ͕Կ
ΕΔͷ͔Λ͖ͪ͞༺׆ʹ Μͱ఻͑ɺཧ
ղͨ͠͏͑ Ͱσʔλऔಘʹͯ͠ྗڠ΋
Β͏ ͱ͜΋େ੾ͩͱͮؾ ·͖͠ ͨɻίϩ
φՒ΋ Γ͋ɺ୭͕ɺ͍ͭɺͲͷ੮Λར
༻͔ͨ͠ͱ͍ σ͏ʔλΛऔಘ͢Δඞཁ
Δͳ͔Ͱɺ͜͏·ߴ͕ੑ ͨ͠σʔλ͸
஫໨͞ΕΔ͸ͣͰ͢ʯʢӉࢯߴʣɻ

データを共有し、共創に活かす

ɹ֤͕ࣾऔಘͨ͠σʔλ͸ɺQPJOU��
͕؅ཧ͍ͯ͠ΔϓϥοτϑΥʔϜͷͳ͔
Ͱɺࣾ֎ൿͷσʔλͱɺଞࣾͱڞ༗
ՄೳͷσʔλʹৼΓ෼͚ΒΕΔɻ͜ͷ
Δͨ͢ࡧ๏Λ໛ํ༺׆༗σʔλͷڞ
ΊɺϫʔΫγϣοϓͳͲ΋։͖ͨͯ͠࠵ ɻ
ͦͷத৺ϝϯόʔͷͻͱΓɺੁ೾ࢯ͸ɺ
QPJOU��ͰσʔλΛऔಘ͢Δ͜ͱͷҙ
ٛʹ͍ͭͯ͜͏ छ΍ۀ͍޿Δɻʮ෯ޠ

ଐੑ͕ଟ༷ͳਓ͕ू·ΔQPJOU��Ͱ͋
Ε͹ɺΑΓϑϥοτͳσʔλΛऔಘ͢Δ
͜ͱ͕Ͱ ·͖͢ɻ͜Ε͸ɺϫʔΫεϖ
ʔεͷ৽͍͠Ձ஋؍Λࣾ͘޿ ձʹఏࣔ
͍ͯ͘͠ ͏͑ Ͱɺ໾ཱͪ·͢ʯɻ

ʮਓʹدΓఴ ϫ͏ʔΫ
εϖʔεΛͭ Γ͍ͨ͘ɺ
ͱ͍͏͍ࢥΛ΋ͭਓͨ
ͪͷू·Γ͔ͩΒɺا
ͷ࿮Λӽ͑ͨ૬ஊ΋ۀ
͠΍͍͢ʯͱ࿩͢ͷ
͸ɺӉͩࢯߴɻʮຖ೔
QPJOU��ͰإΛ߹Θͤ
͍ͯΔͷͰ਌͠Έ΋͋

Γɺ Β͞ʹൿີอܖ࣋໿΋݁ΜͰ͍Δ
ͷͰ҆৺͕͋ײΔʯͱ͍͏ ɻ

データを取りやすい環境

ɹͳ͓ɺར༻ऀʹରͯ͠͸ɺεϖʔ
εͷར༻ొ࿥ͷࡍʹɺࢪઃ಺Ͱͷσ
ʔλऔಘͷڐ୚ΛऔΓɺݸਓ৘ใอ
Λ఻ࢫ΋పఈ͢Δޢ Β͑ΕΔɻ͜Ε͕ɺ
ͱͬʹۀاըࢀ ͯ͸େ ͳ͖ϝϦοτʹ ͳ
͍ͬͯΔɻ
ʮࣗࣾͰͷௐࠪͳͲɺQPJOU��Ҏ֎
ͷڥ؀ͰσʔλΛऔಘ͢Δࡍ͸ɺͦͷ
౎౓ɺௐࠪ͢Δ͜ͱࣗମͷڐՄΛಘ
ͯɺͦͷ͏͑ ͰɺҰਓͻͱΓʹࢀՃ΁
ͷಉҙΛऔΒͳ͍ͱ͍͚·ͤΜɻ
QPJOU��͸ ΋ͦͦ ΋σʔλΛऔΔͨΊʹ
։ઃ͞ΕۭͨؒͰ͢͠ɺͦͷ౎౓ڐ
ՄΛऔΔඞཁ͕ͳ͍ͿΜɺௐ࣮ࠪࢪ
·Ͱͷϋʔυϧ͕௿ ɺ͘εϐʔσΟʔ
ʹਐΊΒΕ·͢ʯʢੁ೾ࢯʣɻ
ɹσʔλΛऔΔख๏͸ ·͟͞ ·͕ͩɺ
໨త͸ͻͱͭɻະདྷͷϫʔΫεϖʔε
Λఏࣔ͠ɺΑΓΑ͍ࣾձΛ࣮͍ͯ͠ݱ
͘͜ ͱɻҴᖒࢯ͸ɺQPJOU��΁ͷظ଴
Λ͜͏ ΔɻʮΑΓϦΞϧͳσʔλͱɺޠ
QPJOU��ͱ͍͏ ίϯιʔγΞϜ͕ɺͦΕ
ΛՃ଎ͤͯ͘͞ ΕΔ͸ͣͰ͢ʯ

データが、働く場所をよくしてくれる

ʮಇ ʯ͘Λ࠶ఆٛ͢Δํ๏ͷͻͱͭͱ
ͯ͠ɺQPJOU��Ͱ͸͞·͟·ͳछྨͷ
σʔλΛऔಘ͍ͯ͠Δɻྫ͑͹ɺఱҪ
΍صʹ૷ணͨ͠ηϯαʔ͸ɺͲͷ৔
ॴʹͲΕ͚ͩͷਓ͕଺͔ͨ͠ࡏΛ਺
஋ԽͰ Δ͖ɻ͋Δ͍͸ɺγϟϫʔϒʔ
εͷυΞͷ։ดͷؒ࣌ͱճ਺ΛࣗಈͰ
Χ΢ϯτ͢ ΔͱɺϫʔΫεϖʔεͰͷγ
ϟϫʔͷ࢖ΘΕํ΍ඞཁੑΛ෼ੳͰ͖
Δɻ΋͠ ͸͘ɺ࣪౓ɺ$0�ɺর౓ɺ૽
ԻͳͲͷ৚݅ͱɺϫʔΧʔͷؾ෼Λֻ
͚߹ΘͤͨσʔλΛऔΔ͜ ͱͰɺڥ؀
ͮ Γ͘ͷ՝୊Λු͖ூΓʹ Ͱ Δ͖ɻ
ɹͰ͸ɺ͜ΕΒ͕ɺͲͷΑ͏ ʹϫʔΫ
εϖʔεͮ Γ͘ʹ൓ө͞Ε͍ͯΔͷ͔ɻ
ʮաྫͨ͠ࢪ࣮ʹڈͰ͸ɺूதͯ͠࡞
ΔͨΊʹઃஔͨ͠ूதϒʔεΛɺ͢ۀ
ςϨϫʔΫ༻ͷ༗ྉεϖʔεʹվम͠
ͨ͜ͱ͕͋Γ·ͨ͠ʯͱ࿩͢ͷ͸ɺ
QPJOU��ͷ։ઃ౰ॳ͔Βσʔλऔಘͱ
෼ੳʹܞΘ͖ͬͯ ͨҴᖒͩࢯɻ
ɹ����೥�݄ࠒ·ͰɺϑΥϯϒʔεͷ
Քಇ཰͸໿�ׂͱ͍ σ͏ʔλ͕ग़͍ͯ

ͨɻͱ͜ Ζ͕ɺͦͷޙʹίϩφՒͱͳ
ΓςϨϫʔΫ͕ී͢ٴΔͱɺར༻཰͕
�ׂ·Ͱ௓Ͷ্͕ͬͨɻՔಇ཰͕͍ߴ
ͱ͍͏ ͷ͸ɺχʔζ͕͋Δͱ͍͏ ͱͩ͜ɻ
ͨͩ͠ ɺར༻ऀʹͱͬ ͯ͸ʮ͍͍ͨ࢖
ͱ͖ ʹͳ͍ʯͱ͍͏ෆศͳҹ৅͑࢖ʹ
ͭͳ͕ͬͯ͠·͏ ɻͦ͜ͰɺϫʔΧʔ
͕͍ͭͰ΋ࣨݸΛར༻Ͱ Δ͖Α͏ ʹɺ
ूதϒʔεΛվम͠ɺԕִϛʔςΟϯ
ά͕ՄೳͳύʔιφϧεϖʔεΛ૿΍
͠ɺ Β͞ʹ༗ྉԽ͢Δ͜ ͱͰճస཰Λ
্͛ͨɻʮQPJOU��ͷӡӦνʔϜ͕଎
΍͔ʹҙܾࢥఆΛͰ͖ͨͷ͸ɺऔಘ
͍ͯͨ͠σʔλ͕ΤϏσϯεʹͳͬͨ
͔ΒɻσʔλΛ༗ޮ׆༻ͯ͠ɺརศ
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各社のサービス向上にも活用
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企業間で技術を掛け合わせ
さらに働きやすい場を創る
point 0では参画企業が独自の技術をもち寄り、
施設内でさまざまなデータを取得している。
企業の枠を超えてそれらのデータを
総合的に分析すれば、
未来のワークスペースに一歩近づくはず。
そんな取り組みが、日々続けられている。

Data Utilization

うたか さおり◎DX推進室。point 0
でのデータ取得の方法や状況につ
いて、社内外向けの案内役を担当す
るほか、他の企業と共同で実証実験
する際は窓口業務を行っている。

宇高沙織　オカムラ

いなざわ ひろのり◎法人事業統括
DX本部。point 0全体でとっているデ
ータを管理するプラットフォームに携
わっており、企業間で共有できるデ
ータを可視化する作業などを行う。

稲澤宏典　ソフトバンク

すがなみ のりひろ◎企画開発セン
ター 企画部 部長。point 0内で自社
プロジェクト用のデータを取得する
かたわら、他社と協働でデータ活用
のためのワークショップを開催。

菅波紀宏　丹青社

2020年10月19～23日にスマホアプ
リで取得したヒートマップ。point 0の
間取り図に対して、赤い色が濃い部
分に人が集まっている。このデータと、
正確な着座率がわかるデータと掛け
合わせるなどして、複数社が協働で
利用状況を分析する。

オフィス内では温度や湿度に加えCO2
の量などが常にモニタリングできる

Data Utilization 2322 Space for PoC



より効果的に気持ちを切り替えるためには、
心身へさまざまな刺激を与えることが必要
と仮説を立て、すでに多くの人が実践す
る飲食などの身近な気分転換では不十分
と考えた。

気持ちの切り替えを促すために、シャワ
ールームの個室という利点と温熱刺激に
着目し、照明・映像・音による空間演出
とさまざまな種類のシャワーで心身へ刺激
を与えるシャワールームを導入。瞑想・癒

point 0だから実現できるスピーディな実証実験
point 0 marunouchiの開設から丸2年を迎えた現在、48件の実証実験が完了あるいは継続されている。
コロナ禍という特殊な状況下にもかかわらず、オープンイノベーションの事例数も増加傾向にある。
本レポートでは、2020年7月から2021年6月までの間に進捗のあった実証実験の事例を紹介する。

Case Studies
of PoC

気持ち切り替えシャワー

 開発の背景にある課題

 提供する価値・体験や検証結果  今後の展開

TOTO／パナソニック／TOA

実験フェーズ： Ongoing

01

し・覚醒をテーマに3種類の空間演出が
用意されており、利用者は自身の気分に
合わせた演出が選択可能に。また、演出
の内容は定期的に入れ替え、アンケート
や利用状況データからニーズを分析して
いる。

利用者の8割以上の方に満足いただけて
いるほか、朝の出勤直後に加えて午後の
就業時間にも一定数利用されていること
がわかった。引き続きデータをもとに課題
を可視化し提案につなげる。

気分測定ツールやセンサーを使った
アートの検証

タッチパネル式情報端末
「VisualTiles」

「MIGACOT」
昼歯みがき

オフィスにおけるアートの設置による効果
は明確に示すことが難しく、オフィスづく
りや運用のなかでその役割や目的が曖昧
になっていた。

point 0 marunouchiの共用部に丹青社
が提供するアート・工芸作品のプラットフ
ォーム「B-OWND」で扱う作品を設置。
アンケートの結果、約75％が「アートは
気分転換やリフレッシュなどの快適性向
上に寄与する」と回答し、主観的気分測
定ツール「KOKOROスケール」では、
生産性や創造性を高めることが実証され
た。センサーを活用した位置情報分析で
はアートの設置により人流の変化が表れ
ることも示唆され、空間におけるアート活
用の可能性を見出せた。

上記の定量的な実証結果をもとに、point 
0 satelliteをはじめとしたワークプレイス
にアートを導入する提案を進める。アート
パネルスピーカーなど、技術を組み合わ
せた新商品も開発中。

デジタルサイネージを設置しても、運用の
負荷や操作性の低さからワークプレイスで
は有効活用されていないことが多かった。

各社がpoint 0に参画した目的や実証実
験の内容、動画、企業サイトへのリンクな
どさまざまな情報を格納し、協創／共創
に必要な情報を提供。高速ブラウジング
により直感的でストレスフリーな情報閲覧
も可能にした。結果、93％のアンケート
回答者が「扱いやすく、直感的に操作が
できた」と評価。管理者画面の簡素化に
よりコンテンツの更新・追加も簡単にでき
るようになり、情報共有端末として活用さ
れている。

コロナ禍で高まるオフィス内におけるナレ
ッジ共有のニーズに応えるため、AIの活
用や管理機能の強化・クラウド化などを
通した機能強化により、さらなる可能性を
模索している。

口腔内を清潔に保つには、1日3回食後
に歯をみがくのが理想だが、ビジネスパ
ーソンには昼食後の歯みがき（昼歯みが
き）があまり普及していない。

point 0 marunouchi利用者にコップ付
きオーラルケアセット「MIGACOT（ミガ
コット）」を配布し、昼歯みがきの機会を
提供。アンケートの結果、point 0を利用
するようになって昼歯みがきへの意欲は
78％から88％へ高まったものの、実施者
は増えていないことがわかった。一方、
昼歯みがきを「身だしなみのひとつだと思
う」などの回答も多く、他者との交流が盛
んなシェアオフィスで、気配りとしての昼
歯みがきが役立つことが示唆された。

新しい働き方、新しい生活様式のなかで、
新型コロナウイルスへの感染防止を呼び
掛けながら、昼歯みがきの実施を支援す
る活動を引き続き行う。

 開発の背景にある課題  開発の背景にある課題  開発の背景にある課題

 提供する価値・体験や検証結果  提供する価値・体験や検証結果  提供する価値・体験や検証結果

 今後の展開  今後の展開  今後の展開

丹青社 丹青社 ライオン

実験フェーズ： Finished 実験フェーズ： Finished 実験フェーズ： Finished
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1秒ごとの連続した時間で動線をより正確
に把握できないか、引き続き検討していく。
また、システムごとで原点となる座標が異
なることで生じる微妙な誤差の是正方法も
模索する。

議と違う」と好評価を獲得した。こうした
結果から、会議室内の空間演出が参加者
の緊張をほぐし、発言の質・量の向上に
寄与すると考えられる。

ビジネスの創出・展開において不可欠な
会議の有意性の向上は、参加者の能力に
委ねられており、室内の空間演出による
解決策の検討が進んでいなかった。

第一歩として、会議出席者の発話量と会
議室内の音響・香り・照明システムを連
動させるシステムを開発。発言しやすい
雰囲気づくりや気分転換にも大きく寄与し
ている傾向がみられたほか、多くの利用
者から「普段オフィスにて行われている会

既存の位置情報システムは精度誤差があ
るほか、個人とエリアの特定はできるもの
の座席まで特定することができない。一
方、着座センサーは座席の特定はできる
が個人が特定できなかった。

個人に最適な空間制御の実現や、それぞ
れのオフィス家具の使い方などのデータ
取得を目指し、位置情報システムと着座
センサーのデータを統合することで、使用
した座席と個人どちらも特定させることを

会議活性化ソリューション

位置情報・着座センサーを用いた
高精度位置情報の取得検討

 開発の背景にある課題

 開発の背景にある課題

 提供する価値・体験や検証結果

 提供する価値・体験や検証結果

 今後の展開

 今後の展開

TOA／ライオン／パナソニック

オカムラ／パナソニック／日本マイクロソフト

実験フェーズ： Ongoing

実験フェーズ： Finished

06

05

試みた。結果、オープンエリアでは10分
間隔のデータでは動線把握ができず、着
座データとの整合性が取れなかったが、
個室ブースのような限られた空間ではお
およそ特定することができた。

空間内の演出システムがもたらす影響度
合いをより分析していくとともに、その他
要素も含めたシステムとの連携によるさら
なる相乗効果の可能性も追求していく。

スマートビールサーバー
（KPAS × IoTビールサーバー） クリーンブース オフィス・家具のIoT化に向けた

データ取得とサービスの検討

シェアオフィスで人の交流を促すアルコー
ルを提供することが付加価値の向上につ
ながるという仮説をもつ一方で、安心安
全で適正な飲酒環境を提供できるかが課
題となっていた。

パナソニックのKPAS（顔認証システム）
とアサヒビールのIoTサーバーを組み合
わせることで、個人の属性情報と酒類の
出杯時間、量、杯数のデータを連携。
KPASによる本人認証は利用者にストレス
をかけないため、正確なデータ収集が可
能になった。また、取得データから出杯
の時間帯や1回の出杯における最適量、
利用者のニーズなどが分析可能になり、
オフィスに適した活用方法を見出すため
の糸口となった。

KPASの高精度な本人認証機能を活かし、
データをもとに人によって異なる適正飲酒
量を定め、それを超える場合は供給を停
止するなど、適正飲酒範囲内での酒類の
提供を追求する技術の実現を目指す。

コロナ禍においてオフィス内に設置される
個室が増加し、個室空間の換気方法への
関心が高まる一方で、ビルの換気量を容
易に増加できないという課題があり、テナ
ント側でも対策可能なソリューションの提
案が求められている。

個室に空気を浄化する専用経路を増設し、
ダウンフロー気流を起こして人の周囲の
空気を常に浄化する「クリーンブース」
の活用を推進。point 0 marunouchi の 
phoneboothに導入したところ、ビル換
気のみの場合と比べて空気の浄化スピー
ドが約3倍に向上した。また、4つの個室
のなかでクリーンブース化した個室が最も
利用率が高くなるという結果も得られた。

2021年度中に、point 0 satellite への
展開を予定。クリーンブース化した個室の
予約率がどのように増加するか引き続き
データを取得するほか、空調営業部門と
連携し、ダイキン工業の製品と連携させた
ソリューションの提案を計画中。

オフィスの定常的な利用状況はオフィス環
境を構築しても、把握が困難。ファシリテ
ィマネジメントや投資判断のベースとなる
情報を取得することが求められていた。

全265席に人感センサーとQRコードを設
置。人感センサーで着座情報を自動取得
し、利用者による利用開始・終了時のコ
ード読み取りで、着座した個人の特定を
狙った。空間ごとの利用傾向だけでなく
利用率・占有率などの分析につながるデ
ータ取得に成功し、一席ごとの正確な着
座情報取得の有効性を確認できた。一方
コードの読み取り忘れが頻発し、利用者
のUXに配慮したサービス設計の重要性
に気づくことができた。

データの分析・検証に加え、point 0内
のデータ活用グループを通じて他社が取
得している各データとの連携を検討。最
適な着座センサーの探索・選定を行い、
将来的にはサービス化を検討する。

 開発の背景にある課題  開発の背景にある課題  開発の背景にある課題

 提供する価値・体験や検証結果  提供する価値・体験や検証結果  提供する価値・体験や検証結果

 今後の展開  今後の展開  今後の展開

アサヒビール／パナソニック ダイキン工業 オカムラ

実験フェーズ： Ongoing 実験フェーズ： Ongoing 実験フェーズ： Finished
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サウンドマスキング音声によるオーダーシステムの
導入における利便性の検証 KPASクラウド「もぐカップ」

発売前アンケートの実施 仮眠室ソリューションバイタルセンシング技術による
ワーカーの身体状態変化の見える化

働き方改革への対応や感染症対策により、
自社オフィス以外で業務やWEB会議を行
うケースが増えている。WEB会議の音声
漏れなどから情報漏洩のリスクが高まって
いた。

WEB会議利用の増加で使用率が高まった
point 0 marunouchi内のフォンブース
において、ブース間の会話漏れを軽減す
る独自の自然音マスキングシステムを導
入。8割以上の利用者に満足いただけて
いる。また、近年増加傾向にある欄間オ
ープン個室での自然音マスキング検証も
実施。結果、効果的なマスキングパター
ンの取得に加え、利用者から具体的な課
題を抽出することで、システム機能向上
の可能性を大きく拡大できた。

欄間オープン個室において、吸音パネル
と自然音マスキングの効果を組み合わせ
た際の音声漏れの度合いを調べ、快適空
間の指標づくりを進めている。他参画企
業との協業により、point 0外への導入を
加速させる。

コロナ禍のオフィス運用において、接触・
接近機会の制限と適切な人員配置による
コスト最適化の必要性を背景に、非接触
型で運営をサポートできるシステムが求め
られていた。

音声のみをトリガーに注文ができる「ボイ
スオーダー機能」をもつテーブルを開発。
マイク・スピーカー・非接触型の照明を
一体化させることで、スタイリッシュなデ
ザインを実現させた。また、複数人が参
加するWEB会議で「声が聞こえにくい」
という課題の解決策も模索。音声認識や
照明の精度には一部課題を残すが、アン
ケートでは約70％から「WEB会議をスム
ーズに運用することができた」という回答
を得た。

好評を得たWEB会議用音響システムに
着目し、会議室用テーブルとしてpoint 0 
satelliteの関東1号店であるH¹T Lab 
powered by point 0に導入。今後もオフ
ィスでの会議環境の向上ソリューションと
して提案を続ける。

これまでのカードを使用した入退室では、
カードを取り出しかざす動作が必要である
ほか、カードを紛失すると入室できないな
ど、面倒や不便が生じていた。

顔で認証させることで、カードを取り出す
手間や紛失する心配をなくし、スムーズな
認証を実現させた。また、生体認証のた
めセキュリティの向上にもつなげた。検証
期間中は誤認証も発生せず、本人認証
100％を達成したほか、認証速度もストレ
スにならない範囲であったことがわかった。
予約システムや電気錠システムなどその
他のシステムとも正常に連動させることが
できた。

体表面温度測定など他のデバイスとの連
携も検討することで、顔認証における付
加価値向上の方法を検討する。

海洋汚染、使い捨て容器の使用によるご
み増加の原因のひとつになっているプラ
スチックに代わる素材やソリューションが
求められている。

アサヒビールでは使って食べられるコップ
「もぐカップ」を開発。発売に先駆け、も
ぐカップの使用感、耐久（水）性、ドリン
クなどの内容物との相性などのアンケート
調査を実施した。結果、懸念していた耐久
（水）性は問題ないレベルであったが、染
みが出ていたという回答も得られた。ドリ
ンクとの味の相性、使用後のもぐカップ自
体の味についても概ね好評価であったほ
か、改善すべき点を明確にできた。

改善した商品をECで発売することが決定。
point 0へのTV取材を受け、小泉環境大
臣より脱プラスチックの事例として挙げら
れるなど注目を集めたことを受け、スケー
ルアップを予定。

仕事中に15～30分程度の仮眠をとること
で仕事の生産性向上につながると言われ
ているが、その効果は仮眠の質に左右さ
れる。仮眠の質向上のためには環境を整
えることが重要である。

照明と香りの2つの要素を組み合わせる
ことで、仮眠の質にどのような変化がある
かを検証している。照明と香りのソリュー
ションを連携させ、設定した仮眠時間
（15、30分）にあわせてそれぞれを自動
で作動させることで快適な仮眠空間を演
出する。演出がない場合と比較すると、リ
ラックス感や目覚めのスッキリ感が高まる
傾向があり、相乗効果も期待できるという
結果が集まりつつある。

検証数を増やすことで照明と香りの相乗
効果の有無を確認し、仮眠だけでなく睡
眠自体の質の向上につながる連携の可能
性を探る。

昨今の働き方改革を背景に、ストレス、リ
ラックス、集中など、オフィスワーカーの
心身の状態変化を手軽に定量評価（見え
る化）するニーズが高まっている。

エプソンのバイタルセンシング技術（活動
量計）を用いて計測した脈波間隔の揺ら
ぎのデータをもとに、ガム咀嚼有無にお
ける自律神経の状態変化を把握。アンケ
ートによる生活習慣や嗜好などの定性デ
ータとのクロス分析により、ガムを噛む習
慣がある人にとっては、ストレス負荷時の
ガム咀嚼がリラックスにつながる可能性が
示唆され、働く人の快適性などへの影響
を客観的に可視化できる測定ツールとし
ての有効性が確認できた。

手軽に生体情報を計測できる点を活かし、
音や香り、アートなど他社が手がけるオフ
ィス環境改善の効果検証や、より個人に
最適化された空間の創造などにおける活
用を模索していく。

 開発の背景にある課題 開発の背景にある課題  開発の背景にある課題 開発の背景にある課題  開発の背景にある課題 開発の背景にある課題

 提供する価値・体験や検証結果 提供する価値・体験や検証結果  提供する価値・体験や検証結果 提供する価値・体験や検証結果  提供する価値・体験や検証結果 提供する価値・体験や検証結果

 今後の展開 今後の展開  今後の展開 今後の展開  今後の展開 今後の展開

TOA丹青社／TOA パナソニックアサヒビール パナソニック／ライオンセイコーエプソン

実験フェーズ： Ongoing実験フェーズ： Finished 実験フェーズ： Finished実験フェーズ： Finished 実験フェーズ： Ongoing実験フェーズ： Finished
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ベンチ型サウンドアート
「Ruhe（ルーエ）」

オフィスにおける瞑想家具の
提案に向けたデータの取得

テレワーク化が進み、オフィスに集まるこ
とへの意味が問われるなか、対面コミュ
ニケーションの機会創出およびイノベーテ
ィブな思考や議論の促進を実現する空間
ソリューションが求められている。

サウンドアーティスト及川潤耶氏 （ソニフィ
デア代表）とのタイアップにより、デザイ
ンに合う立体的なサウンドを、木製ベンチ
に内蔵したスピーカーとセンサーで演出し
た。人の行動によって変化するインタラク
ティブなサウンドや滞在スペース化により、
人が集い、つながりを醸成し、「また来た
い」と思わせる印象的な空間を提供。利
用後アンケートから、音の心地よさ、つな
がりの醸成という点で高評価も得た。

作家に興味をもつ方をターゲットにアート
要素の付加価値検証を行う。また、アン
ケート回答で多かった、ホテルなどのエン
トランスでの導入可能性を探るとともに、
引き続きオフィスでのコミュニケーション
醸成効果を検証する。

働き方に大きな変化が訪れるなか、ストレ
ス軽減や仕事のモチベーション向上方法
のひとつとして“瞑想”に注目が集まって
いるが、オフィス内には瞑想できる環境が
少ない。

オフィスに瞑想できる空間が少ないこと、
瞑想姿勢が保てないことの2点に着目。
空間が少ないことに対しては、瞑想用の
チェアを導入することにより、瞑想を促す
ことができるようにした。また、自然と背
筋が伸びて、瞑想に集中できる姿勢に仕
向けた形状のチェアにすることで、瞑想
姿勢の維持もサポート。実験を重ね、足
が痺れにくく、無理のない正しい姿勢がと
れ、万人が使用しやすい形状を実現させ
た。

今後は空間の仕切りについても検討する。
周辺の視線を気にせず瞑想に集中できる
環境を簡易的につくり出せる方法を模索
し、より多くのビジネスパーソンが瞑想を
日常に取り入れられるよう働きかけていく。

サテライトオフィスが各地で増えるなか、
「完全個室」よりコストメリットのある「欄
間オープン個室」が増えているが、音漏
れにより機密情報が漏洩してしまう懸念が
ある。

point 0 marunouchi内の集中ブースに
ある欄間オープン個室において、大建工
業の吸音パネルとTOAの自然音マスキン
グシステムを併用することで、秘匿性向
上と快適性向上を実現できる最適なバラ
ンスを検証。吸音パネルを一定数設置す
ることにより隣接ブースの話し声が聞き取
りにくくなることを確認した。また、パネ
ル枚数を増やすことにより、自然音マスキ
ングの音量を下げても聞き取りにくさが保
てることも確認できた。

秘匿性／快適性の指標づくりを進めるほ
か、point 0 satelliteに提案を予定。他
のオフィス空間への提案を通して、欄間オ
ープン個室におけるスタンダードソリュー
ションとしての展開を目指す。

 開発の背景にある課題  開発の背景にある課題  開発の背景にある課題

 提供する価値・体験や検証結果  提供する価値・体験や検証結果  提供する価値・体験や検証結果

 今後の展開  今後の展開  今後の展開

TOA オカムラ 大建工業／TOA

実験フェーズ： Ongoing 実験フェーズ： Ongoing

16 17 18

コロナ禍によりリアルな場での企業間の
接点が減少し、組織を超えた情報共有の
機会も大幅に少なくなったことを受け、企
業間協創を促進するためには情報共有プ
ラットフォームの構築が必要だと考えた。

Mi c r o s o f t の「A z u r e C o g n i t i v e 
Search」を活用し、さまざまな形式のフ
ァイルを一括して全文検索可能にすること
で、直感的な操作を実現。情報提供者や
ジャンル、特定キーワードによる自動タグ

近年のオフィスでは、打ち合わせや従業
員の触れ合いの場として利用できるコラボ
レーションエリアを導入する動きが広がっ
ているが、会話や議論が盛り上がると、
周囲で働く人にはうるさく感じられてしま
い、集中力や生産性を減じる要因となる。

オトノカサは、放物面状の天井（カサ）と、
カサの下で交わされる会話音声を収録す
るマイク、放物面の焦点からカサに向かっ
て会話音声を拡声するスピーカーで構成さ

協創を促進するナレッジマイニング
ソリューション

オープンスペースにおける
音環境制御システム「オトノカサ」

 開発の背景にある課題

 開発の背景にある課題

 提供する価値・体験や検証結果

 提供する価値・体験や検証結果

 今後の展開

 今後の展開

丹青社／日本マイクロソフト／
電通国際情報サービス

清水建設／TOA

実験フェーズ： Ongoing

実験フェーズ： Finished

20

19

付けを採用して分類を容易にし、絞り込
みによる検索性を向上。機密性の高いデ
ータに対してはユーザー認証を必須とする
ことで、セキュリティ面にも配慮した。PC
のほか、point 0 marunouchiに設置し
た他の端末でも使用可能とし、検索から
閲覧までシームレスな体験を提供した。

れる。パラボラアンテナの原理を活かした
構造により、拡声された音声はカサの下
にいる人にのみ届くため周囲に与える影響
を最小限に留める。point 0 marunouchi
への試験導入により、実際にカサの下で
会話をする話者の音声が無意識に小さく
なるという結果が得られた。

「直感的に情報を見つけられた」「使い
やすい」といった反響を受け、社内の情
報共有などに課題をもつクライアントへの
提案を模索。ソリューションとしてのサー
ビス展開も視野に開発・検討を継続する。

おもにコラボレーションエリアを設けるオ
フィスの新築工事や内装改修工事を対象
にオトノカサの導入提案を積極的に進め、
執務者がストレスなく働けるオフィスづくり
に貢献していく。

欄間オープン個室の音漏れ改善
ソリューション
実験フェーズ： Ongoing
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▶point 0 放送局
2021年1月より、取締役の宇野氏、
遅野井氏をパーソナリティに毎週
YouTubeで生配信しているラジオ
番組。コロナ禍以前、終業後にビ
ールサーバー前で交わされてい
た雑談をオンラインでも再現する
ため、毎週さまざまなゲストを呼
んで配信を行っている。

▶プレイリスト部
世代を超えて、月ごとのおすすめ曲を
集めたプレイリストを毎月作成。
Spotifyで配信中。
プレイリスト収録曲例：Summer Soul 
(cero) ／Wave (ATEEZ) ／ピースサ
イン (米津玄師) ／若者のすべて (フ
ジ ファ ブ リック )  ／ 夏 祭 り 
(Whitebelly) ／金星 (女王蜂)   ほか

ɹʮؒۀاͷ࣮ূ࣮͋ݧΓ͖ Ͱ͸ͳ͘ ɺ
ͦΕͧΕͷݞॻ͖ʹΑΒͳ͍ɺਓͱਓ
ͱͷͭͳ͕ΓΛେࣄʹ͢Δ ͱ͜Λҙࣝ
͍ͯ͠·͢ʯʢླ໦ࢯʣɻQPJOU���
NBSVOPVDIJ͸ۀاϢʔβʔ͕ଟ ɺ͘
ͦ͜ ͔Βੜ·ΕΔΦʔϓϯΠϊϕʔγϣ
ϯ΍࣮ূ࣮͕ݧಛ௃Ͱ͸͋Δ͕ɺ࣮
ͷར༻ऀͷ໨త͸ࡍ ·͟͞ ·ͩɻͦΕ
ͧΕͷ໨త΍ཁ๬ʹԠ͑ΔͨΊʹ͸ɺ
·ͣίϛϡχέʔγϣϯ͕͔ܽͤͳ͍ɻ
ͦΕΒΛ্͍͛ٵΔͷ͕ɺӡӦϝϯό
ʔͷ໾ׂͩɻࣄ࢓ͷ۠੾Γ͕͖ͭɺ
΄ ͱͬҰଉͭ λ͘ΠϛϯάͰཱͪدΔड
෇΍ΧϑΣͳͲͰੜ·ΕΔࡶஊ͔Βɺ

গͣͭ͠ར༻ऀͱͷڑ཭ΛॖΊɺҰ
ਓͻͱΓ͕΋ͭ໨త΍ઐ໳ྖҬ͔Βझ
ຯɺڵຯ·Ͱ෯͍޿࿩ΛҾ͖ग़͠ɺ
৔߹ʹΑͬ ͯ͸ͦͷ৘ใΛ΋ͱʹਓͱ
ਓΛͭͳ͙ ͱ͜΋͋ Δɻ
ɹΧϑΣΛ୲౰͢Δࠤʑ໦ࢯ͸ʮҎલ
͸ɺ॓ധࢪઃͰཱྀऀߦͷ໨తʹԠ͑
ΔͨΊͷཱྀߦҊ಺Λ͠ ͍ͯ·͠ ͨɻί
ϛϡχέʔγϣϯΛऔͬͯͦͷਓͷཁ๬
ʹԠ Δ͑͜ ͱͰɺຬ଍͠ ΋ͯΒ͏ ͷָ͕
͍͠ΜͰ͢ʯͱޠΔɻ൴ঁ͕ͨͪ໨ࢦ
͢ͷ͸ɺʮ͋ͳͨͷʰ͸ͨΒ͘ ʱͷλ
ʔϛφϧʯͩͱ͍͏ ɻλʔϛφϧӺʹू
͏ਓʑ͸ɺిंͷ৐Γ͑׵΍ͦͷӺप

心地よく働き、つながる空間づくりを目指して
ただ同じ場所で別々の仕事をしているだけでは人とのつながりは生まれにくい。
企業や肩書きを超えた人と人とのつながりを生む仕掛けが多いこともpoint 0の特徴のひとつだ。

Community Management 職場から失われつつある「雑談」を取り戻し
新たな形のネットワークをつくる
お互いの興味関心を知っているからこそ、気軽にコミュニケーションが取れる。
部活動やラジオ放送、空間づくりを通して、
point 0 marunouchiでは自然なつながりが育まれている。

ลͰͷ༻ࣄɺ΋͠ ͸͔ͦ͘͜Βཱྀߦ΁
ग़ൃ͢ΔͳͲɺ໨త͕ҟͳΔɻͦΕΒ
ผͷ໨తʹԠ͑ΔΠϯϑΥϝʔγϣݸ
ϯɾηϯλʔͷΑ͏ ͳ໾ׂΛՌͨ͢ ͱ͜
Λҙਤ͍ͯ͠Δɻʮݸʑͷຬ଍౓Λ্
͍͛ͯ͘͜ ͱͰɺ͜ͷ৔ॴΛ͖޷ʹͳ
ͬͯ΋Β͑ΔΑ͏ ͳαϙʔτͷํ࢓Λ͠
͍͖ͯͨ ͍Ͱ͢ʯʢদࢯڮʣɻ͜ͷΑ͏
ͳಇ͖͔ ͚͕ɺQPJOU���NBSVOPVDIJ
ͷΧδϡΞϧͳ෩౔Λͭ Γ͘ɺΠϊϕʔ
γϣϯͷ౔୆ͮ Γ͘΁ͱͭͳ͕͍ͬͯΔɻ
൴ঁͨ ίͪϛϡχςΟϚωδϟʔͷଘࡏ
͕ɺ৺஍Α͍ͭͳ͕Γ͕ੜ·ΕΔཧ༝
ͷͻͱͭͰ͋Δɻ

写真左：松橋 安莉氏。デザイ
ン会社でコワーキングスペー
スの立ち上げなどに関わって
きた。2021年3月から参加。中
央：鈴木あゆみ氏。point 0 
marunouchi開設から間もな
い2019年11月より参加し、運
営の中核を担っている。右：
佐々木 瞳氏：宿泊施設での
経験を活かし、主にカフェを
担当。2021年4月から参加。

左は蔦屋書店がブックキュレーションする本棚。
奥には個人の推薦図書も並ぶ。これらの書籍が
雑談や実証実験のきっかけになることも。

カフェスペース。BERTH COFFEEの香りのよい
コーヒーを片手に、リラックスしながら雑談がで
きるスペースとなっている。

エントランス入ってすぐの受付スペース。出勤・
退勤時のささやかなコミュニケーションも関係づ
くりのきっかけになっている。

空間

部活動▶ボードゲーム部
王道からマニアックなものまで、
持ち寄ったボードゲームを楽しむ。
コロナ禍ではオンラインでも活動。

▶ゆるラン部
皇居周辺などをゆるく走る部活。
ランニング後にはシャワー室でリ
フレッシュ。

▶日本酒部
日本酒好きが集う部活。コロナ禍
ではオンラインでも活動。各自お
すすめの日本酒を紹介する。
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Έ·͠ ΐ͏ ʂɦ Ͱ͕࢝౼ݕ·Δ෩౔͕͋
Γ·͢ɻଞͷίϫʔΩϯάεϖʔεʹ
ൺ΂ͯར༻ऀಉ࢜ͷ઀఺Λͭ Δ͘࢓
ֻ͚΋ଟ͍ͷͰɺҙݟΛग़͠΍͍͢
ͷͰ͸ʯͱޠΔɻʮຊ౰ʹ࣮ݱͰ Δ͖͔ʯ
ͱ͍͏ݕ౼Λ͍ͬͨΜ࿬ʹஔ͍ͨΞΠ
σΞ͕ɺ৽ͨͳ΋ͷͮ Γ͘΍Ϗδωε
ΛੜΉτϦΨʔʹͳΔͷͩɻ
ɹ͔͠͠ɺจԽ͕ҧ͏ۀاಉ࢜Ͱҙ
Λ·ͱΊ͍ͯݟ ϋ͘ʔυϧͷ͞ߴ͸ͳ
͍ͷͩΖ͏ ͔ɻ୮੨ࣾͷொాࢯ͸ʮ·
ͬͨ͘ ҟͳΔઐ໳ྖҬɺจԽ͔Βͷҙ
Ͱ͢ʯͱ໌Δܴ͘׻΋େݟ ౴͑ͯ͘ Ε

ͨɻΉ͠Ζҟ෼໺ಉ࢜ͷҙ׵ަݟΛ
௨ͯ͠ɺ֤ۀاͷόοΫϘʔϯʹ΋৮
ΕΒΕɺʮ͜͜ Ͱͷަྲྀ͕ɺࣗࣾͷۀ
຿ʹ΋ؐݩͰ Δ͖Մೳੑʹ͚ͨͮؾʯ
ͱ͍͏ ɻ
ɹϥΠΦϯͷࢯ౻ࡈ͸ɺ͜Μͳݴ༿Ͱ
కΊ͘͘ ͬͯ͘ Εͨɻʮh ͦΜͳࢹ఺͕
͋ΔΜͩʱͱ͍͏ֶͼ΍ൃ࣍ʹݟʑͱ
ग़ձ͑ΔͷͰɺҙݟͷҧ͍ʹർΕͨ
͜ͱ͸͋Γ·ͤΜɻQPJOU��͸ࢲͷ޷
఺ͱͳΔ৔ॴͰ͢Ͷɻ͜͜ݪ৺ͷح Ͱ
ͷग़ձ͍͕ࣗ෼ࣗ਎ͷ੒௕ʹͭͳ͕
͍ͬͯΔͱ೔ʑ࣮͍ͯ͠ײ·͢ʯ

多様な専門性を活かしたアイデアで、新たなビジネスの種をつくる

創造

「働く」を再定義するため、多様な知恵を寄せ合う
協創／共創による新たな価値創出を加速する目的で開始された、
「創造」「健康」「効率」という3つのワーキンググループ。
それぞれの視点で「働く」を見直し、見いだした課題とは。

写真左：ＴＯＴＯ デジタルイノベーション推進本部　イノベーション推進四Ｇの高野枝
里子氏。中央：ライオン 研究開発本部 イノベーションラボの斎藤貴大氏。右：丹青社 
デザインセンター カルチャー&コミュニケーションデザイン局の町田怜子氏。取材中
は笑顔と会話が絶えず、明るいエネルギーが特徴的なワーキンググループである。そ
の明るさは「熱意ある人が創造を起こし、参画企業同士をつなげるトリガーになる」と
いう考え方から育まれているものかもしれない。グループ自体がそのトリガーになる
ための取り組みのひとつが「勝手にビジネス提案」なのだ。その背景には、point 0の
価値を最大化しムーブメントを起こそうという意気込みと覚悟が感じられる。

ʮ૑଄ʯϫʔΩϯάάϧʔϓͰ͸
QPJOU��ʹू͏͞ ·͟ ·ͳࢹ఺ɾ஌ݟ
Λ͔ͨ͢׆Ίͷ׆ಈͱ͠ ͯʮউखʹϏ
δωεఏҊʯΛ࣮ࢪɻଞࣾͷ՝୊ʹ
Ԡ͑ΔιϦϡʔγϣϯΛ͑ߟΔϋοΧι
ϯΛ࣮ફ͍ͯ͠ΔɻʮձࣾͰ͸্࢘΍
͓٬༷͔Β༩ Β͑Ε ϛͨογϣϯΛ͜ͳ
͠·͕͢ɺ͜͜ Ͱ͸ࣗ෼ͨͪͰϛογϣ
ϯΛͭ Γ͘ग़͍ͯ͠ΔΜͰ͢ʯʢ୮੨
ࣾɾொాࢯʣɻ�͔Β�ΛੜΈग़ۤ͢
೉͸ฒͰ͸ͳ͍͸͕ͣͩɺϫʔΩϯά
άϧʔϓͷ׆ಈ͸Ϟνϕʔγϣϯͷݯ
ʹͳͬ ͍ͯΔͱ͍͏ ɻ

ɹ����೥౓ͷʮউखʹϏδωεఏҊʯ
ͰΫϥΠΞϯτͱͳͬͨͷ͸ɺQPJOU��
ͷࢀըۀاͰ΋͋ΔΞαώϏʔϧͱɺ
���೥ͷྺ࢙Λ΋ͭੴ઒ۚݝ୔ࢢͷ
࿝ฮர෺ձࣾۚ৿߹ۚɻΞαώϏʔ
ϧʹ͸৽ͨͳཱͪҿΈελΠϧ΍ɺʮΦ
ϑΟεʹ࠷దͳ͓ञʯͱ͠ ϊͯϯΞϧί
ʔϧҿྉΛจࣈ௨ΓʮউखʹʯఏҊɻ
QPJOUࢀ��ըۀاͰ͸ͳ͍ۚ৿߹ۚ
ʹ͸ɺϒϥϯυͷະདྷΛͯ͑ߟ΄͍͠
ͱ͍͏͓୊ʹର͠ɺίΞϝοηʔδΛ
఻ Δ͑ίϯςϯπ΍ΞΠςϜΛఏҊͨ͠ɻ
ɹఏҊͨ͠ΞΠσΞͷ͏ͪ ͍ͭ͘ ͔͸
ධՁΛಘͯɺ։ൃʹ΋ணख͠ʹࡍ࣮
͍ͯΔɻ̩̤̩̤ͷߴ໺ࢯ͸ʮ௨ৗͷ
ϏδωεϑΣʔζͰ͸ɺࣗࣾͷརӹ΋
೦಄ʹஔ͔ͳ͘ ͯ͸͍͚ͳ͍ͨΊۀݱ
ͷҬΛग़ΔΑ͏ ͳΞΠσΞ͕ग़͠ʹ͘ ͍ɻ
ҰํɺQPJOU��͸ۀࣄԽϑΣʔζҎલ
ͷʰ͜Ε͸໘നͦ͏ ʱͱ͍͏௚͔ײΒ
ண૝Λಘͯɺ࣮ূ࣮ݧΛ͏ߦ৔ͳͷ
Ͱɺ;ͱ͠ ͨձ࿩͔Βʰ·ͣ͸΍ͬͯ

Working Group

Creation

Creatio
nEfficiency

Health

「創造」グループは、point 0の
イノベーション創出力強化を
目指している。多種多様な業
界の企業が集まるpoint 0の特
性を活かし、コミッティ内はも
ちろん、外部に向けても斬新な
アイデアを提供するための仕
掛けをつくり出している。

「健康」グループは、社会に健
康的な働き方を提案していく
ための実験に取り組んでいる。
心身ともに健康的に働くため
の方法を各業界の専門家が集
まって模索し、point 0での実
体験とデータを元に発信して
いくことを目指している。

「効率」グループは、単なる生
産性向上・業務時間の短縮で
はなく、心理的な安全性を維
持し働く人にとって無理を生じ
ない本質的な効率化の方法を
模索している。効率のよい働き
方とは何か、point 0だからこ
そ生まれる定義と解決策が期
待されている。
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Health Efficiency

রͰࢀʹ Δ͖Α͏ ʹ͠ ͨɻ͜ͷσʔλϕ
ʔε͸ޙࠓQPJOU��ͷେ ͳ͖࢈ࡒʹͳ
Γͦ ͏ͩ ɻ
ɹ͜͏ ͯ͠QPJOU� �಺ͷίϛϡχςΟ
Խ͞Εͨ͜ͱʹΑΔޮՌ͸֤ࣾڧ͕
ͷۀ޻Ε͍ͯ͘ɻμΠΩϯ͞ݩؐʹ
߳઒ࢯ͸ɺQPJOU��Ͱͷग़ձ͍Λʮ΄
͔Ͱ͸ಘ೉͍رগͳՁ஋ʯͱޠΔɻ
ʮීஈ͸ɺखଓ͖Λ౿·ͳ͍ͱͳ͔
ͳ͔ձ͑ͳ͍৽ۀࣄن։ൃͷ୲౰
ऀͷօ͞ΜʹɺQPJOU� �Ͱ͸ग़ձ͑
ͯ͠·͏ ɻ֤ۀքͷ࠷ઌ୺Ͱɺແ͔
Β༗ΛੜΈग़͢ࣄ࢓ͷ஥ؒಉ࢜ɺ

φ࣌୅Ͱಇ͘ਓͷ݈߁ʹண໨ͯ͠׆
ಈɻʮΦϯ�ΦϑΛ্खʹ੾Γସ͑Δʯ
ͨΊʹ͸ਭ຾ͷ࣭ͷ্͕޲ඞཁͰ͋
Γɺਭ຾ͷ࣭ʹ͸೔தͷಇ͖ํ͕େ͖
Ө͍ͯ͘͠ڹΔͱ͍͏ ԾઆΛཱͯͨɻϝ
ϯόʔ͕ඃऀݧͱͳΓɺ೔தͷಇ͖ํ
Λม Δ͑ͨΊɺʮԾ຾ʯͱʮਭ຾લͷ
σδλϧστοΫεʯɺϦϑϨογϡߦಈ
Λ೔ৗతʹऔΓೖΕΔʮࣗ཯ਆܦεΠ
ονϯάʯΛ࣮ફɻূݕʹ͸ηΠίʔ
Τϓιϯఏڙͷ΢ΣΞϥϒϧσόΠε
Λ༻͍ɺຖ೔ͷσʔλΛ஝ੵͨ͠ɻ
ɹQPJOU��ʹ͸͢Ͱ ʮʹԾ຾ࣨʯ΍ʮγ

ೋަݴࡾݴΘ͚ͩ͢Ͱ՝୊Λײڞ
Ͱ͖ɺ༐͚ͮؾΒΕΔɻͦΜͳՁ஋
Λօ͞Μʹڞ༗͢ΔͨΊͷ׆ಈΛ୲
͍ͬͯΔͱ͍ࢥ·͢ʯ
ɹάϧʔϓͷ࣍ͳΔ໨ඪ͸ɺઌड़ͷ
ϓϥοτϑΥʔϜ΍σʔλϕʔεΛ͔׆
ͨ͠ Β͞ͳΔڠ૑ʗڞ૑ͷػձͮ Γ͘
ͩɻʮίʔσΟωʔλʔͱ͠ ͯͷཱ৔͔
ΒɺଞͷϫʔΩϯάάϧʔϓͱίϥϘ
Ϩʔγϣϯ͠ ૑ͷ৔Λ૑ग़ڞ૑ʗڠͯ
͍ͨ͠Ͱ͢ͶɻσʔλϕʔεΛ΋ͱʹɺ
Β͞ʹఏҊͷ৔Λ͖͍ͨͯ͛޿ ͍ͱߟ
͍͑ͯ·͢ʯʢϥΠΦϯ�εϚϯࢯʣ

ϟϫʔϧʔϜʯͳͲͷઃඋ͕׬උ͞Ε
͍ͯΔ͕ɺۀ຿ؒ࣌಺ʹར༻͢Δʹ
͸৺ཧతͳϋʔυϧ͕͍ߴɻͦͷ఺ɺ
ʮඃऀݧͱ͠ ͯɺͱ͍͏ཧ༝͕͋ͬͯ
ॳΊͯར༻Ͱ ·͖͠ ͨɻඇৗʹوॏͳ
ମݧͰͨ͠Ͷʯͱਗ਼ਫݐઃͷӍࢯٶ
͸ޠΔɻ
ɹҰ͢ݟΔͱ݈߁ʹΑ͞ ͦ͏ Δ͑ࢥʹ
σʔλΛऔͬͯΈΔͱʹࡍಈ΋ɺ࣮ߦ
େ͖͘ʹڥਓ΍؀ݸ ӈ͞Εɺແཧࠨ
ʹ࣮ફ͠ ΋ͯΑ͍݁Ռʹ͸ͭͳ͕Βͳ
͍ ͱ͕͜ɺ࣮ݧΛ௨͖ͨͨͬͩͮ͠ؾɻ
Ծઆͱ͸ҟͳΔ݁Ռ͕͖ͨͯ͑ݟ Θ͚
͕ͩɺ͜͏ తʹऔΓۃ΋ੵʹݧ࣮ͨ͠
૊ΊΔ͜ ͱ͸QPJOU��ͷՁ஋Ͱ΋͋Δɻ
ʮࣾ಺Ͱ͸ࣗવͱ lೝ஌όΠΞεz ͕
͔͔͍ͬͯΔΜͰ͢ɻྫ͑͹ʰΦϑΟ
εʹϏʔϧαʔόʔ͸ஔ͚ͳ͍ʱͱ͍
͏ೝ஌ɻQPJOU��Ͱ͸ඇৗʹ޷ධͰɺ
͍͠΄ͷΦϑΟεʹઃஔͯ͠ۀاըࢀ
ͱ͍͏ ґཔ΋૿͍͑ͯ·͢ʯͱΞαώϏ
ʔϧͷࢯాݩ͸৽ͨͳࢢ৔Λݟਾ͑
ΔɻޠΊͯࠐ଴Λظ
ʮQPJOU��Ͱͷ࣮݁ݧՌΛࣗࣾʹͪ࣋
Δͱ͖ؼ ɺh ͜Μͳ৽͍͠ࢹ఺͕ಘΒΕ
ͨʱͱ࣮ײΛ൐ͬͯ࿩ͤΔΜͰ͢ɻ๻
ࣗ਎ɺγϟϫʔϧʔϜΛମͨ͠ݧ ͱ͜Ͱ
ʰࣄ࢓ͷ߹ؒʹγϟϫʔΛཋͼΔͱΑ͍
ΞΠσΞ͕ग़ͤΔʱ ͱ͜ʹ͍ͯͮؾɺ
͍·Ͱ͸ࡏ୐ۈ຿࣌ʹ΋γϟϫʔΛཋ
ͼ͍ͯ·͢ɻ͜͏ ͸ɺਓ຺͖ͮؾͨ͠
͚ͩͰ͸ͳ͍େ ͳ͖ັྗͰ͢Ͷʯʢύ
φιχοΫ�ಓ໦ࢯʣQPJOU��Ͱಘͨମ
ΒΕɺ֎΁֎΁ͱؼͪ࣋ʹ͸ࣗࣾݧ
͍͕ͯͬ޿ ɻ݈͘߁తʹಇͨ͘ Ίͷɺ
৔ͱ͢͜͠ى॥؀Λ޷ ͯɻ

「信頼関係」の構築のため、多様な専門性を可視化し運用できる基盤づくりへ健康のための“行動変容”を持ち帰り広げていく、好循環を生み発信する空間を目指して

効率健康

写真左：ライオン 研究開発本部 イノベーションラボのサポコタ・スマンラル氏。右：丹
青社 コマーシャルスペース事業部の大川瑶子氏。それぞれ「基盤」チームと「加速」チ
ームを率いる若手のホープだ。ワーキンググループの打ち合わせもほぼオンラインで
実施していたそうだが、二人の間には互いをよく知る会社の同僚かのような信頼感の
ある空気感があった。
ダイキン工業 テクノロジー・イノベーションセンター 主任技師の香川早苗氏。25年以
上のキャリアをもつがpoint 0で得られる体験や発見は刺激的だという。本業で多忙
ななかでも積極的に意見し、ワーキンググループの運営をバックアップしている。

写真左：アサヒビール マーケティング本部 新価値創造推進部の元田済氏。中央：パ
ナソニック ソリューション事業統括部 テクニカルセンター 企画部の道木裕也氏。右：
清水建設 技術研究所 未来創造技術センター ウエルビーインググループの雨宮沙耶
氏。「いつもマスクをつけているから、こうして素顔を見ると違和感ありますね」。撮影
中は、そんな笑い混じりの雑談と、近況報告が交わされていた。オンラインでの活動が
中心であったが、会えば自然な会話が交わされる。その様子からは、それぞれが各業
界の専門家であることを尊重し、新たな発想や意見を互いに受け入れ合うことで育ま
れる信頼関係が感じられた。

ɹ͋ΒΏΔϏδωεγʔϯͰॏཁ͞ࢹ
ΕΔʮޮ཰ʯɻͨͩ͠ ɺແ৚݅ʹޮ཰
͹͔Γ͕ॏ͞ࢹΕɺ΍Γ͕͍΍੒Ռ
͕㚽Ζʹͳͬͯ͠ ·ͬ ͯ͸ຊ຤స౗ͩɻ
୮੨ࣾͷେ઒ࢯ͸ʮh ޮ཰ʱϫʔΩϯ
άάϧʔϓͷ໨త͸ɺͨͩ lศརz
ʹ͢Δ͜ ͱͰ͸ͳ͍ʯͱઆ໌͢Δɻ൴
Β͕ٻΊΔޮ཰ͷૅجʹ͸ɺ৴པؔ
ங͕͋Δͷͩͱ͍͏ߏͷ܎ ɻ

ʮޮ཰ͱ͸Կ ʁ͔ʯ� ·͟͞ ·ͳ࿦
఺͕෾ग़͢Δͳ͔ͰͨͲΓண͍ͨͷ͸ɺ
ޮ཰ͱ͸ʮݶΒΕͨϦιʔεΛͯͬ࢖
Ձ஋Λ࠷େԽ͢Δ͜ ͱʯͰ͋ΓɺͦΕ
Λ࣮͢ݱΔͨΊʹ͸͓͍ޓͷʮ৴པʯ
͕ඞཁෆՄܽͰ͋Δɺͱ͍͏ ݁࿦ͩͬ
ͨɻͦͷޙɺάϧʔϓ͸৴པؔ܎Λ
ஙͰߏ Δ͖ڥ؀Λͭ Γ͘ग़ ʮ͢ج൫ʯͱɺ
ޮ཰Λ͞ ΒʹߴΊΔʮՃ଎ʯͷ�νʔ
Ϝʹ෼͔Εɺ׆ಈΛਐΊ͖ͯ ͨɻ
ʮج൫ʯνʔϜͰ͸ώΞϦϯά݁ՌΛ
౿·͑ ɺۀ຿ʹ͓͍ͯʮઐ໳֎ͷ ͱ͜
Λ୭ʹ૬ஊ͢Ε͹Α͍ͷ͔Θ͔Βͳ
͍ʯͱ͍͏՝୊ʹ஫໨ɻ໰୊ղܾͷ
৔ͱ͠ ͯQPJOU��ͷΦϯϥΠϯίϛϡχ
ςΟπʔϧʮ$PCPUʯͷϓϩϑΟʔϧ
ཝΛॆ࣮ͤ͞Δ׆ಈΛਪਐͨ͠ɻ͜Ε
ʹΑΓਓ຺͕͛޿΍͢ ͳ͘Γɺʮܰؾ
ʹ૬ஊͰ Δ͖ʯʮ֤ࣗͷ໾ׂ΍εΩϧ
͕Θ͔Δʯۭ͕ؒ૑ग़͞Ε͍ͯͬͨɻ
ʮՃ଎ʯνʔϜͰ͸ʮΞΠσΞ΍ࠔΓ
Λ௒͑ͨઐ໳ՈۀاΓɺدͪ࣋Λࣄ
ूஂ͕૬࡞ޓ༻͢ΔίϛϡχςΟʯΛ
໨͠ࢦɺۀاͷσʔλϕʔεΛߏஙɻ
ͲͷΑ͏͕ۀا֤ ͳઐ໳ੑΛ΋͔ͭΛ
ՄࢹԽ͠ɺڠ૑ʗڞ૑Λݕ౼͢Δࡍ

ɹQPJOU��͸ɺ೔ຊͷίϫʔΩϯάΦ
ϑΟεʹ͓͍ͯॳΊͯ8&--ೝূ
ʢ˞ʣΛऔಘɻۭؾɺޫ΍ԻɺՈ۩ɺ
͋ΒΏΔ෼໺ʹ͓͍ͯʮಇۭ͘ ؒʯͱ
ͷධՁΛಘͨ͜ͷ৔Ͱ͸ɺڃ্࠷ͯ͠
QPJOU��ͷ֎Ͱ΋ʮ݈߁ʯΛ௥͢ٻΔ
ͨΊͷ࣮ূ࣮͕ݧଓ͍͍ͯΔɻ

ɹίϩφՒʹٸ଎ʹීࡏͨ͠ٴ୐ۈ
຿͸ϫʔΫϥΠϑόϥϯεΛߴΊΔͱ͍
͏ଆ໘Λ΋ͭҰํͰɺ͍ΘΏΔʮϦϞ
ʔτർΕʯ΋Ҿ͖͜͠ى ͍ͯΔɻʮ݈߁ʯ
ϫʔΩϯάάϧʔϓͰ͸ɺ΢Οζίϩ

※WELL認証は、空間のデザイン・構築・運用に
「人間の健康」という視点を加え、よりよい住環
境の創造を目指したオフィス空間の評価システム。

Working Group 3736



上2点 ｜ 阪急阪神ONS 千里中央の
内観。／左 | H¹T Lab powered by 
point 0 新宿野村ビルの内観。

COVID-19の感染拡大によって
リモートワークの普及や働き方
の多様化が進み、メインオフィス
以外の場所で執務を行うオフィ
スワーカーが増えている。自宅
近くでリモートワークに集中でき
る環境を求める声に応え、「安
心・快適に働ける個室型サテラ
イトオフィス」として開設したの
がpoint 0 satelliteだ。
point 0 satelliteは、内部空間
や利用者向けシステムなどの企
画立案、そして技術提供を
point 0が行い、パートナー企
業が施設展開を担う。2021年8
月現在、阪急阪神不動産、野村
不動産、三菱地所リアルエステ
ートサービスの3社がパートナー
企業として参画。10月までに東
京・大阪に3拠点が展開され、
今後も拡大予定となっている。

point 0 satelliteとは

高い付加価値が参画の決め手に

ɹQPJOU���TBUFMMJUFͷύʔτφʔۀا
͸ɺͲͷΑ͏ ͳཧ༝ͰࢀըΛܾΊͨͷ
͔ɻࡕٸࡕਆෆಈ࢈ͷখྛӳथࢯ͸ɺ
ͷΑ͏࣍ ʹઆ໌͢Δɻʮ౰ࣾ͸మಓΛ
த৺ͱ͠ ձ࢈άϧʔϓͷෆಈۀاͨ
ࣾͱ͠ ͯɺԊઢͷՁ஋্޲Λॏͯ͠ࢹ
͍·͢ɻ౎৺෦ͷηϯλʔΦϑΟεʹ
ೖ͢ډΔ͓ۀا٬༷ͷຬ଍౓ΛߴΊ
ΔͨΊ ΋ʹɺԊઢʹ͓ॅ·͍ͷࣾһͷ
ํʑ͕҆৺ɾշదʹϦϞʔτϫʔΫͰ
Δ͖αςϥΠτΦϑΟεͷ੔උΛͯ͑ߟ
͍·͠ ͨɻͨͩ͠ ଞࣾ߹ڝͳͷͰൃޙ
ʹͳ͍ಛ৭͕ඞཁɻͦͷ఺ɺQPJOU���
TBUFMMJUF͸શࣨࣨݸ΍ײછ঱ରࡦͳ
Ͳଟ࠼ͳ෇ՃՁ஋͕͋ΓɺಠࣗੑΛ
ଧͪग़ͤΔͱ͑ߟ·͢ʯ
ɹ෇ՃՁ஋΁ͷظ଴ͷ͞ߴ͸ɺ໺ଜ
ෆಈ࢈΍ࡾඛ஍ॴϦΞϧΤεςʔτα
ʔϏε΋ಉ༷ͩɻ͢ͰʹαςϥΠτܕ
γΣΞΦϑΟεʮ) 5ʢΤΠνϫϯςΟ
ʔʣʯΛશࠃ��Χॴʹల։͢Δ໺ଜ
ෆಈ࢈ͷٶ஍৳࢙࿠ࢯ͸ɺڝ૪༏Ґ
ੑΛߴΊΔ΂ Δɻ͢ݴըͨ͠ͱ໌͘ࢀ
ʮαςϥΠτΦϑΟε͸ࠩผԽͷ೉͍͠
ɻhۀࣄ ) 5ʱ͕Ͳ͏ ͢Ε͹ޫΛ์ͯ
Δ͔Λͨ͑ߟͱ͖ ɺଟ਺ͷτοϓϝʔΧ
ʔ͕ࢀը͢ΔQPJOU��ͷσδλϧઌਐ
ٕज़Λ׆༻Ͱ Δ͖ͷ͸ັྗతͰͨ͠ɻ
Ͱங্͖͖͛ͯ·ࠓ ͨʰ) 5ʱͷϒϥ
ϯυ΍౰ࣾͷੑݸΛࢀ͔ͭͭ͠׆ըͰ
Δ͖ͷ΋େ͖͔ ͬͨͰ͢Ͷʯɻ
ɹ֤ࣾͷϒϥϯσΟϯάʹ͔ͤ׆ΔΑ
͏഑ྀ͞ΕɺΞηοτࡦ༺׆ͱ͠ ΋ͯల
։͠΍͍͢఺ʹ΋ண໨͍ͨ͠ɻࡾඛ
஍ॴϦΞϧΤεςʔταʔϏεͷখ৿
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point 0 satellite Road Map

東京・新宿
H¹T Lab powered 
by point 0 新宿野村ビル
（野村不動産）

2021年3月23日 開設

大阪・千里中央
阪急阪神ONS 千里中央
（阪急阪神不動産）

2021年4月14日 開設
兵庫／京都
阪急阪神ONS  神戸三宮
阪急阪神ONS  京都河原町 （阪急阪神不動産）

2021年内 開設予定

東京・立川
REALab 立川
（三菱地所リアル
エステートサービス）

2021年10月中旬 開設予定 三菱地所リアルエステ
ートサービスは、2021年
度内に第2号拠点を開
設予定（今後3年間で10
拠点の開設を目指す）

こばやし ひでき◎開発事業本
部　開発推進部 副部長　

小林英樹　
阪急阪神不動産

みやじ しんじろう◎都市開発
事業本部　ビルディング事業
三部 事業課長

宮地 伸史郎　
野村不動産

こもり よしたか◎賃貸事業グ
ループ 賃貸業務部長

小森良隆　
三菱地所リアルエステートサービス

※タッチダウンニーズ：出張時・外出時にオフィスへ戻らず一時的
に仕事をしたいという短時間ニーズのこと

©2021 Nacasa & Partners

不動産業界へイノベーションを
創出するプラットフォームへ
2020年秋にリリース以降、多くの事業会社の反響を集めている
 「point 0 satellite」。業界の壁を超えたオープンイノベーションによって、
想定以上のシナジーも生まれている。パートナー企業として
連携する不動産デベロッパー3社（阪急阪神不動産、野村不動産、
三菱地所リアルエステートサービス）の担当者に話を聞いた。
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point 0のプロジェクトに参画するコミッティ企業は、
2021年9月現在で20社を数える。
point 0での実証実験やワーキンググループを通じて、
どのような協創／共創を目指しているのか。
各社にその目的や狙いを聞いた。

Platinum

業界を超えた協創／共創
point 0のコミッティは、Platinum・Gold・Silverの3つのランクを用意（Bronzeは新
規の募集を停止）。ここに、サービスやプロダクトを通じてサポートするパートナー
も加わる。コミッティのメンバー企業は、point 0 marunouchiでの実証実験やワー
キンググループ活動による協創／共創を通じて、新たな価値創造を実現していく。

DAIKIN INDUSTRIES, LTD.
ダイキン工業株式会社

Lion Corporation
ライオン株式会社

TOTO LTD.
ＴОＴО株式会社

Panasonic Corporation
パナソニック株式会社

ASAHI BREWERIES, LTD.
アサヒビール株式会社

OKAMURA CORPORATION
株式会社オカムラ

MYCITY Inc.
株式会社MYCITY

コラボレーションを活用し
空間価値を創出していく
人起点の空間価値創出という
大きな概念の中で、スピーデ
ィーに顧客価値を届けるため
に様々な企業とコラボレーショ
ンして新しい価値を創出した
いという思いで参画。今後は
異業種企業との協業を進める
と共にpoint 0 satellite等の
出口を見据え、顧客価値創出
を進めたいと考えています。
人脈構築や技術交流も積極的

に体験でき、多様な視点から
物事を捉えられるpoint 0とい
う場で、コラボレーション、人
脈、最新技術をうまくミックス
させ、人起点の空間価値創出
に向けて取り組んでいきます。

施設運営や会員向けシステム、
アプリの運用を担当
MYCITYは、“都市とあなた
をつなぐ”をビジョンに、オフ
ィス・住宅向けのIoTプラット
フォームを提供しています。
point 0の“オフィスの未来を
つくる”というビジョンに共感
し、立ち上げメンバーとして参
画を決定。施設の運営や会員
向けシステム・アプリの運用
も担当しています。位置・混
雑・環境などの情報を基に、

施設利用データの運営へのフ
ィードバックや利用者一人ひと
りがうまく施設を使いこなせる
ような情報・サービスの提供
を引き続き行っていきます。

心をほぐし交流を促進させる
最適な酔いや飲酒方法を研究
アサヒビールは、point 0発
足時から「スマートドリンキン
グ」をテーマに参画しました。
アイデアを生み出す、心をほ
ぐす、コミュニケーションを促
進させる、最適な酔いの研究
と、個人の特性と飲用シーン
に合わせた飲酒方法の探索を
目的に、さまざまな実証実験
に取り組んでいます。今後は、
飲める人も、飲めない人も互

いを尊重し、楽しい時間や空
間を共有できる社会の実現を
目指して、関連技術の開発や
アイデアの創出に取り組んで
いきたいと考えています。

オフィスの建物・空間・ヒトに
着目してデータを活用する
当社はオフィスにおける建物・
空間・ヒトに着目し、そこから
得られるデータを活用した他
社協創による新たな価値創出
を目指し、point 0の取り組み
をスタートしました。開設から
の2年間は、お客様とつなが
り、取り組みを伝えるショール
ームとしての活用や、自社だ
けでは難しい空間全体を切り
口とした提案活動といったエ

コシステム活用の場として当
初の想定以上の価値がありま
した。今後は当初目的である
データ活用、他社協創による
PoCの場としての活用に、よ
り積極的に取り組んでいきま
す。

衛生や感染予防に取り組み
安心・安全なオフィスをつくる
オフィスワーカーのヘルスケア、
エチケットリテラシー向上に貢
献する新たな製品・サービス
の開発を目指してpoint 0発
足時から参画。異業種企業と
のオープンイノベーションの場
として、多くの企業とのコラボ
レーションを進めています。ま
た、point 0は最新技術の体
験や人材交流により刺激を受
ける場でもあります。今後は

衛生・感染予防：インフェク
ションコントロールにかかわる
イノベーションにも取り組み、
安心・安全なオフィス空間づ
くり・サービス開発を行いた
いと考えています。

オフィスの水まわり空間の
新たな価値を創出する
先進的な他参画企業との協創
や実証実験を通じて、オフィ
スにおける水まわりの空間で
の新たな価値創出を目的に参
画しました。現在、point 0内
設置のシャワールームにおい
て、アンケートや機器類に設
置したセンサーデータの収
集・分析を通じ、「気持ち切り
替えシャワー」で新しい働き
方の受容性を検討しています。

今後はシャワーにとどまらず、
洗面等の水まわり空間に対し
ても、変化するオフィスニーズ
を捉える検証・提案を行って
いくことを検討しています。

家具データとあらゆるものが
つながるオフィスを検証
デジタル技術を活用した家具
やオフィス空間の新たな姿を
探求することを目的として、
point 0発足時から参画。着
座センサーを用いたOffice 
IoT実証実験をはじめ、家具
のデータがあらゆるものとつ
ながるオフィスのあり方を検
証・発信、デジタルトランス
フォーメーションによる最適な
オフィス空間の実現に向けて

取り組みを進めています。参
画企業各社とのコラボレーシ
ョンを通して、オフィス空間に
とどまらず、働き方の新たな
価値提供を推進していきたい
と考えています。

Information
of Committee
参画の背景と
今後の取り組みを聞く
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GoldPlatinum

Silver

TANSEISHA Co., Ltd.
株式会社丹青社

TOA Corporation
TOA株式会社

DAIKEN CORPORATION
大建工業株式会社

JAPAN TOBACCO INC.
日本たばこ産業株式会社

SoftBank Corp.
ソフトバンク株式会社

KAJIMA CORPORATION
鹿島建設株式会社

Tokio Marine & 
Nichido Fire Insurance Co., Ltd.
東京海上日動火災保険株式会社

SHIMIZU CORPORATION
清水建設株式会社

当社は通信事業、ヤフー、LINEな
どのネットサービスを傘下に持つ
テック企業であり、近年、スマートビ
ルディングやロボットなど先端事業
への投資も多く、インターネットを
超えた企業体として成長し続けて
います。「未来のオフィス空間」づく

AIやIoTを利用した最新テクノロジーを提供

りへの参画に当たり、空間内におけ
るIoT活用データの収集および可
視化、AIを利用した分析など最新テ
クノロジーを提供します。

さまざまな人が実際に働く環境で
実証実験を行い、データを得ること
や、他の参画企業との協創による
市場展開体制の構築を狙いとして、
参画を決めました。これまで、オー
プン空間での音環境制御や人の位
置情報を利用した働き方の評価に

交流を通じて新たなニーズの発掘や技術展開を目指す

関する実験に取り組んできました
が、今後も、交流を通じた新たなニ
ーズの発掘や技術展開などを行っ
ていきたいと考えています。

快適な音環境や彩りある内装で
働きやすい空間づくりを行う
大建工業では、長期ビジョン
「GP25」として、公共・商業
建築分野（非住宅）を重点市
場の1つとして掲げ、変化著
しいオフィス市場に着目。先
進的な取り組みを進める参画
企業との共創により、早期に
ニーズ対応すべく、point 0に
参画しました。実証実験やア
ジャイル型アプローチによる開
発プロセスの導入により、快

適な音環境の改善提案やオフ
ィスの彩（いろどり）を豊か
にする内装木質化などの取り
組みを進めて、快適で働きや
すいオフィスの空間づくりを行
います。

「未来のオフィス空間」に適した
リフレッシュスペースを
JTは、point 0にて今後、「未
来のオフィス空間」に適した
分煙環境やリフレッシュスペー
スに関する実証実験を行って
いきます。ワーカーがパフォー
マンスを最大化するため、自
分のペースで、自分の好きな
ようにリフレッシュできる空間
や設えを各社と検証。リフレ
ッシュタイムに仮眠する人、コ
ーヒーを飲む人、たばこを吸

う人･･････。一人ひとりの「ひ
ととき」が尊重される、そんな
「未来のリフレッシュスペース」
の創出にチャレンジしていきま
す。

デザインとデータを組み合わせ
利用者に寄り添った空間を創造
これまで培ってきた空間デザ
インなどのノウハウに、コミッ
ティ各社がもつデータや技術、
最新のIoT技術をかけ合わせ
ることで生まれる、新たな空
間の可能性を感じ、参画しま
した。さまざまなデータから得
られる情報を空間デザインに
反映し、利用者に寄り添い、
創造性、快適性を高めた空間
づくりを皆様とともに模索して

います。デザインやアートの
視点からテクノロジーを活用し、
新しい「こころを動かす空間
の創造」を目指していきます。

数々の実証実験を通じて
音の報せる力の価値を高める
TOAのコアコンピタンスであ
る“音の報せる力”の価値を、
各社の技術とかけ合わせて高
める目的で参画しました。参
画後、パーソナライズした音
空間や、クロスモーダル効果
を含めた音コンテンツの可能
性等を実証しており、新規事
業創出に向けた取り組みを進
めています。今後も、異業種
共創を通じて“音の報せる力”

の4つの要素（「無意識に」「リ
アルタイムに」「同時に」「何
も持たずに」）を見える化し、
効率、創造、健康的な空間の
実現を目指していきます。

建物のライフサイクルで得られる
データを取得・活用して、社会や顧
客に対して価値あるサービス提供
を行いたいという考えが、point 0
の思想に近かったことが参画のき
っかけです。point 0では、「人」にフ
ォーカスを当てたデータ取得・分析

利用者のウェルネス向上に資する技術実証を進める

を行い、利用者の快適性・生産性や
ウェルネス向上に資する技術実証
を各分野の専門家である参画企業
と連携して進めたいと考えます。

当社は、従来型の保険提案にとど
まらず、お客様の事業戦略パートナ
ーとして価値を発揮することを目指
しています。point 0では、特にヘル
スケアの領域において、参画各社
とともに未来に向けた新たなサー

未来に向けたヘルスケア領域サービスを共創

ビス協創ができればと考えていま
す。

「ガム」を噛むことは、リフレッシュ
や集中力などの面でポジティブな
影響を与えるといわれており、「ガ
ムによる仕事効率向上」を目指して
point 0 に参画しています。皆様と
ともに、社会の生産性向上に取り組

ガムによるリフレッシュで仕事効率を向上

んでいければと思います。

モンデリーズ・ジャパン株式会社
Mondelez Japan Ltd.
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人を中心としたデータモデルを通
してスマートビル、スマートオフィス
を実現すべく、参画企業の皆様と
実データを通して実証実験を行い、
より働きやすく魅力的なワーキング
スペースの実現を目指していきた

“人”中心のデータモデルでスマートオフィスを目指す

いと考えています。

野村不動産グループは、プレミア
ム賃貸オフィス「PMO」やシェアオ
フィス「H¹T」等を展開しており、
point ０では「次世代オフィスサー
ビスの企画・開発」について、参画
企業の皆様と取り組んで参ります。

シェアオフィスH¹T Lab powered by point 0を開設

参画企業との交流や実証実験を通
して、積極的な情報収集を行い、今
後のオフィスの在り方や新しい働
き方を探り、開発・営業・管理など
のあらゆるオフィス事業への活用
を行うべく参画しました。丸の内で

実証実験や交流から得た成果をオフィス事業へ活用

これらの協創活動を盛り上げてい
きたいです。

Partners

Bronze

Silver

Nomura Real Estate Holdings, Inc.
野村不動産ホールディングス株式会社

Microsoft Japan Co., Ltd.
日本マイクロソフト株式会社

Seiko Epson Corporation
セイコーエプソン株式会社

MITSUBISHI ESTATE CO., LTD.
三菱地所株式会社

※現在は募集停止

point 0においては参画企業との共
創により、エプソンと各社が持つア
イデアや技術を融合させ、様々な社
会課題解決に向けた新たな価値創
出を目指します。そして、持続可能
でこころ豊かな社会を実現するイ

持続可能でこころ豊かな社会を共創

ノベーションを起こしたいと考えて
います。
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協創／共創を実現するフィールドとして
point 0はさらに歩みを進める
2年目を迎えたpoint 0は、COVID-19の影響が社会を覆うなかでも
働き方の変化をいち早く捉えながら、その歩みを進めた。
企業を超えた協創／共創を実現し、新しい価値を生み出す場として
point 0が見据える未来とは。

ɹQPJOU��ίϛοςΟ͸ɺຊڌ஍QPJOU�
��NBSVOPVDIJͷ։ઃ͔Β�೥ͱ͍͏
ൈ͚Δ͚͜ۦʹࣄΛແ݄ࡀ ͱ͕Ͱ͖ͨɻ
৽͍͠஥ؒΛܴ͑ɺίϛοςΟۀاͷω
οτϫʔΫ͸��ࣾʹ·Ͱ֦େͨ͠ɻۀ
քͷ෯͸౰ॳͷ૝ఆΑΓ΋େ͖͘ ͕޿
ΓɺΑΓଟ༷ͳڠ૑ʗڞ૑Λ͜͏ߦ ͱ

͕Ͱ Δ͖Α͏ ʹͳͬ ͨɻ

point 0 satelliteの素早い立ち上げ

ɹ����೥�݄ɺ$07*%���ʹΑΔॳ
ͷࣄٸۓଶએݴԼͰςϨϫʔΫ΍ࡏ
୐ۈ຿͕ࣾձతͳ࿩୊ʹͳͬͨɻ
QPJOU��͸ಇ͖ํͷมԽΛ͍ͪૣ ଊ͘

遅野井 宏（point0・本誌編集長）＝文
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変化の時代だからこそ共創が必要だ
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共創による実証実験件数の増加
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共創は容易ではない
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代表取締役 社長　石原 隆広
取締役 副社長　豊澄 幸太郎
取締役　遅野井 宏／宇野 大介／石田 遼／大橋 英子／稲畑 伸一郎／菅波 紀宏
監査役　荒川 和巳／岩瀬 隆史

2019年2月7日

5億9,360万円（資本準備金含む）　※2021年6月現在

ダイキン工業株式会社／株式会社オカムラ／パナソニック株式会社／ライオン株式会社
ＴＯＴＯ株式会社／株式会社MYCITY／TOA株式会社／アサヒビール株式会社／株式会社丹青社
日本たばこ産業株式会社／大建工業株式会社

会社名

所在地

役員構成

設立日

資本金

株主

2021年9月28日発行

株式会社point0
遅野井 宏（オカムラ・point0）
大橋英子（TOTO・point0）、佐々木昌弘（モンデリーズ・ジャパン）、高野枝里子（TOTO）、
浜田真宏（TOTO）、浜吉勇馬（MYCITY）、松本健一（TOTO）
Forbes JAPAN Brand Studio
ディレクター/エディター　鈴木麻里絵
シニアエディター　小澤貴信
エディター　明石康正（5-7p、16-21p）、吉田彩乃（22-23p） 
執筆　伊藤七ゑ（35-37p）、須賀原みち（5-7p、16-18p）、高橋秀和（38-39p）、吉田彩乃（19-23p） 
撮影　永禮 賢（表紙, 表2, 2-4p, 7p右段上, 14p 中下段, 23p文中）、大中 啓（16p-21p, 23p 右段上中）、
後藤秀二（35-37p）、三木匡宏（5-7p, 14p上段, 15p, 23p右段下, 24p, 26p, 27p, 29p, 30p, 32p, 39p, 45p）
アートディレクター／デザイナー　高村雄介、海野隆太（fairground）
企画プロデュース　Forbes JAPAN Business Design　石原瑠衣子、水野敬規 
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2020年～2021年の1年間は、point 0も新型コロナウイルスの影響を否応なく受け、
リモートでのコミュニケーションが大きく増えた。それでもpoint 0は歩みを止めることなく、各社のテクノロジーや
アイデアによって感染対策を重ね、協創／共創をより加速させた。
オンラインにおいても結び付きをさらに強めた、point 0のメンバーを最後に紹介する。

秋田昌史　朝田賢治　阿部将力　阿部ひろの　雨宮沙耶　新井圭介　荒井敏和　飯島孝次　五十川英俊　池内亮太　池田健二　石上 賢　石川 歩　石田 遼　石塚 崇
石原隆広　伊藤健太郎　伊藤貴彦　稲澤宏典　稲畑伸一郎　岩上伸介　岩本健宏　岩本 涼　上西基弘　宇高沙織　宇野大介　海老原裕子　及川千穂　大川瑶子　大田道広
大西直紀　大橋英子　岡 大介　小笠原武文　岡本康宏　小川雄三　小久江佑香　奥川太志　尾下博幸　遅野井 宏　小野 翼　小原伸彦　香川早苗　蔭山貴也　加藤 菖　鎌田 学
家守輝幸　川出茉実　川名明彦　河野春菜　川野辺晏実　河村 徹　菊池孝司　菊池雄行　木口 努　菊地有希　岸本彩子　北嶋哉也　橘川達郎　木村紳一　喜村康弘　久良知亜以子
黒田真朗　元田 済　河野智子　郡 大輝　児玉雄三　後藤祐樹　小花光広　小林亜子　小林正博　古原 徹　紺野 慶　斎藤貴大　佐々木香織　佐々木詩織　佐々木 瞳　佐々木昌弘
笹 瑞生　佐藤泰之　佐藤知美　佐藤政宏　佐藤正幸　サポコタ スマン ラル　澤田一輝　清水宏之　清水 修　清水淳一　清水 崇　清水美由記　下垣裕一　下田裕子　白川のこ
菅波紀宏　杉元康浩　鈴木雄介　鈴木あゆみ　外山貴史　園田明子　園部倫広　園山篤志　空山雅一　平 真優　高井 諒　髙桑健一　高澤良輔　高田智治　高野枝里子
髙野友美子　髙原一生　多久仁清　田窪大地　武内敏文　竹本悠平　竹本 晋　多田文武　太刀川 治　田中洋平　谷口佑太郎　玉井淳一　土屋 仁　土屋寛之　鶴岡信人
鄭 燚　道木裕也　東條泰裕　道地玲香　時久航一　徳田紘陽　戸田直宏　冨野義孝　豊澄幸太郎　内藤拡也　長尾臣祐　中沢匡伸　中島浩二　中島千尋　中田昌宏　中　村 徹
鍋島阿子　名雪慎也　沼田美和子　埜中靖夫　野村一樹　芳賀理佳　橋爪美早子　長谷川 咲　長谷部 弥　塙  駿平　馬場菜摘　濱田隼斗　浜田真宏　浜吉勇馬　早石育央
林 滉一朗　原 愛子　東原大介　菱川真吾　福谷優作　藤井克弥　藤井航基　藤村昌平　藤原 亮　本丹由佳　前田耕造　町田怜子　松久保裕廉　松橋安莉　松本健一　松本祥昌
御神村友樹　水野朝一郎　三橋憲太　嶺野あゆみ　宮原良輔　武藤美穂　村上千鶴　村田明子　物井則幸　森 繁弘　八島 彩　柳沼桃子　山口崇行　山本聖貴　山本ミゲイル
山本宗典　山本裕治　山下悠輔　由木 大　横幕敦司　吉井ちよ　吉岡絵里　吉川貴明　吉田真司　吉田清一郎　吉田直人　若松正人　脇田麻実　脇光博紀　渡辺憲厳　渡部朱生　（50音順）
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